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ド
イ
ツ
自
動
車
産
業
に
お
け
る
部
品
取
引
関
係
の
展
開

-

戦
前
か
ら
戟
後

へ
の
変
化
と
そ
の
要
因
-

一

は

じ

め

に

本
稿
の
目
的
は
'

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
ド

イ
ツ
自
動
車
産
業
に
お
け
る
部
品
取
引
関
係
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
､
戦

前
か
ら
戦
後

へ
の
連
続
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
筆
者
の
知
る
限
り
'

ド
イ
ツ
に
お
け
る
部
品
取
引
関
係
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
未
だ
に
本
格

(-
)

的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
O
ド
イ
ツ
の
自
動
車
産
業
に
お
け
る
フ

ォ
ー
ド

･
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
展
開
に
つ
い
て
は
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

(
2)

が
あ
る
が

'

考
察
の
対
象
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
内
部
の
労
働

･
生
産
工

程
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
'
部
品
取
引
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
｡

ま
た
'
戦
前
期

･
戟
時
期
の
ド
イ
ツ
自
動
車
メ
ー
カ
ー
､
特
に
本
稿
の
主

な
対
象
と
な
る
ダ
イ
ム
ラ
ー

･
ベ
ン
ツ
社
に
関
し
て
も
既
に
い
く
つ
か
の

(
3)

研
究
が
あ
る
が

､

そ
こ
で
も
部
品
取
引
関
係
は
考
察
の
対
象
に
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
｡

ド
イ
ツ
の
部
品
取
引
関
係
は

1
九
八
〇
年
代
以
降
日
本
型
シ
ス
テ
ム
の

同

室

博

之

要
素
を
取
-
入
れ
て
変
化
し
た
が
､
そ
れ
以
前
の
ド
イ
ツ
で
部
品
取
引
が

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
は
あ
ま
-
知
ら
れ
て
い
な
い
｡

1
九
七
〇

年
代
か
ら
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
た
い
-
つ
か
の
実
態
調
査
か

ら
は
'
長
期
安
定
取
引
が
基
本
で
あ
る
が
取
引
先

へ
の
依
存
関
係
は
弱
-
'

(4
)

部
品
メ
ー
カ
ー
が
独
立
的
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る

｡

総
じ
て
､
ド
イ

ツ
の
部
品
取
引
関
係
は
日
本
型
と
ア
メ
リ
カ
型
の
間
■に
位
置
づ
け
ら
れ
る
｡

ド
イ
ツ
は
自
動
車
を
生
み
出
し
た
国
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
､
表

1
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
動
車
の
量
産
化
と
普
及
は
ア
メ
リ
カ

よ
-
三

〇
-
四
〇
年
遅
れ
て

(日
本
よ
り
は

一
〇
年
ほ
ど
早
-
)
､

一
九

五
〇
年
代
か
ら
進
展
し
た
｡
ド
イ
ツ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
'

1
九
二
〇

年
代
か
ら

｢
ア
メ
リ
カ
式
生
産
方
式
｣
を
導
入
し
て
生
産
合
理
化
に
努
め
､

一
九
三
〇
年
代
に
は
量
産
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
'
戦
時
経
済
に

よ

っ
て
そ
の
本
格
的
な
展
開
を
阻
ま
れ
る
｡
ド
イ
ツ
で
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
本
格
的
に
展
開
す
る
の
は

一
九
五
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
｡

従

っ
て
'
本
稿
が
対
象
に
す
る
の
は
､
ド
イ
ツ
自
動
車
産
業
が
量
産
化
の
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準
備
に
取
り
か
か
っ
て
か
ら
そ
れ
が
よ
う
や
-
定
着
す
る
ま
で
の
時
期
で

あ
る
｡
以
下
'
本
稿
で
は
対
象
時
期
を

(
1
)
戦
前
期

(
1
九
二
〇
年
代

論

か
ら
三

〇
年
代
ま
で
)
､
(二
)
戦
時
統
制
経
済
期

(
一
九
三
九

-
四
五

年
)
､
(≡
)
戦
後
期

(
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
六

〇
年
代
ま
で
)
の
三

つ
に
区
分
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
自
動
車
部
品
取
引
の
展
開

と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
｡

表1 ｢自動車密度｣の国際比較 (人口1,000人あたり台数)

r国.午 1914 1920 1930 1938 1950 19 55 1960 1965 1970

アメリカ 17.8 87 217 200 250 303 336 376 426

･ドイツ 1.0 0.8 10.2 20.4 9.4 26 68 151 216

荏) 1930年までは自動車全体､1938年以降は乗用車の台数｡

出所) Filk･Reiner.VoILFordLe"wn?AILEomobubauu甲dMoLoyisienmg_inDetltSCh-
zaナZdbig1933,K凸1m2001.S.288(Tab.1.8)(1914-1930年) ;

寸DA(Hrsg,),TaEsache… 71dZahEenailsderI(yaJtvcrkchrswirEschajTt各年版
(1938-1970年).

本
稿
の
論
述
は
､
主
に

D
a
i苧

le
rC
hrys
te
r

A
rchiv

(旧

M
e
rced
es
.B
enzA
rch
iv､
以
下

D
B
A
と
略
記
)
所
蔵
の

一
次
資

料
に
基
づ
い
て
､
ダ
イ
ム
ラ
ー
･

ベ
ン
ツ
社

(以
下

D
B
社
と
略

記
)
の
購
買
活
動
を
中
心
に
行
わ

れ
る
｡
そ
れ
は
資
料
の
制
約
に
よ

る
も
の
で
あ
り
､
戦
後
に
つ
い
て

は
他
の
自
動
車
メ
仁
カ
ー
や
部
品

メ
ー
カ
ー
側
の
資
料
も
援
用
さ
れ

る
｡
し
か
し
､

D
B
社
が
戦
前
か

ら
戦
後
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
主
要

な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
で

あ
り
'
ま
た
後
述
の
よ
う
に
戦
時

経
済
体
制
の
中
で
重
要
な
機
能
を

､

担

っ
た
こ
と
か
ら
'
同
社
を
軸
に

し
て
ド
イ
ツ
の
部
品
取
引
関
係
の
全
体
的
な
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
の

(
5
)

は
あ
な
が
ち
的
外
れ
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う

｡

ド
イ
ツ
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
は
大
き
-
三
つ
の
類
型
に
区
分
さ
れ

る
｡
ひ
と
つ
は
国
内
各
地
の
専
門
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
自

動
車
産
業
の
発
展
の
比
較
的
初
期
か
ら
多
-
の
自
動
車
メ
ー
カ
ト
に
専
門

部
品
を
供
給
し
､
独
占
的

･
寡
占
的
地
位
を
築
い
て
い
る
｡
こ
の
中
に
は
'

電
装
品
の
ボ
ッ
シ
ュ
社
の
よ
う
に
内
製

･
代
替
困
難
な
部
品
を
供
給
し
､

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
強
い
交
渉
力
を
持

っ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ

る
｡
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
ク
ル
ッ
プ
社
な
ど
ラ
イ
ン

･
ル
ー
ル
地
方
の
巨

大
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
'
各
種
の
大
型
鍛
造
品

･
プ
レ
ス
部
品
を
供
給
す
る
｡

第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
周
辺
地
域
の
中
小
企
業
で
､.
多
様
な
小
物
の
鍛
造

･

鋳
造

･
プ
レ
ス
部
品
等
を
製
造
す
る
｡
本
稿
の
議
論
は
こ
れ
ら
三
つ
の
類

型
を
す
べ
て
含
む
た
め
'
で
き
る
限
り
類
型
の
違
い
を
考
慮
し
な
が
ら
考

察
を
進
め
る
｡

二

戦
前
期

-

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
ま
で

ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
動
車
生
産
は
､

一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
ひ
と
つ
の

転
機
を
迎
え
た
｡
そ
れ
ま
で
の
手
工
業
的
な
個
別
生
産
か
ら
､
官
本
集
約

化
と
流
れ
作
業
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
､
い
わ
ゆ
る

｢
ア
メ
リ
カ
式
生
産
方

式
｣

へ
の
移
行
で
あ
る
｡
第

一
次
大
戦
後
の
経
済
混
乱
と

ハ
イ
パ
ー

･
イ

ン
フ
レ
の
傷
の
癒
え
な
い
ド
イ
ツ
に
､
主
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
量
の
輸
入

(6
)

車
が
流
入
し
､
費
用
面
で
競
争
力
を
失

っ
た
ド
イ

ツ
の
自
動
車

メ
ー

カ
ー
は
､
生
き
残
-
を
賭
け
て
先
進
的
な
製
造
技
術
を
取
-
入
れ
よ
う
と
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し
た
の
で
あ
る
｡
ド
イ
ツ
で
最
初
に
ペ
ル
ー
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
る
流
れ
作

業
を
導
入
し
た
の
は
オ
ペ
ル
社
で
あ
-

二

九
二
四
年
)
､
同
社
は
こ
の(7
)

転
換
に
よ

っ
て
ド
イ

ツ
最
大
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
地
位
を
確
保
し
た
｡

表

2
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
t

D
B
社
の
各
工
場
に
流
れ
作
業
が
導
入
さ
れ

た
の
は

一
九
二
五
年
､
最
初
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
が
導
入
さ
れ
た
の
は

(8
)

一
九
二
七
年
な
い
し

一
九
二
九
年
で
あ
る
｡

D
B
社
は

一
九
二
六
年
五
月
に
ダ
イ
ム
ラ
ー
社
と
ベ
ン
ツ
社
の
合
併
に

よ

っ
て
成
立
し
た
が
､
両
社
は
既
に

一
九
二
四
年
六
月
に
包
括
的
な
事
業

提
携
を
結
ん
で
い
た
｡

一
九
二
五
年
五
月
の
合
同
取
締
役
会
で
は

｢
ア
メ

リ
カ
式
生
産
方
式
｣

の
導
入
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
､
各
工
場
に
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
る
流
れ
作
業
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
｡
フ
ォ
ー

ド
社
に
倣

っ
て
部
品
の
内
製
化
を
進
め
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
が
'
後
に

社
長
に
な
る
キ
ッ
セ
ル

(W
.
K
isseこ
ら
の
意
見
に
よ

っ
て
こ
れ
は
取

(9
)

り
下
げ
ら
れ
た
｡
さ
ら
に
合
併
後
に
は
､
本
社
工
場
ウ
ン
ク
ー
ト
ユ
ル

ク
ハ
イ
ム

(U
n
te
rt等
k
heim
)
に
購
買
本
部

(Nentra
-ein
k
a亡
f)
を
設

置
す
る
こ
と
に
な

っ
た
.
合
併
後
の

1
0
月

1
八
日
の
監
査
役

･
取
締
役

(川
)

合
同
会
議
で
も
､
外
注
拡
大
が
議
論
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
内

製

･
外
注
問
題
と
購
買
管
理
の
強
化
は
､
こ
の
時
期
の
同
社
の
重
要
課
題

の
ひ
と

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

1
九
二
七
年
以
降
の
需
要
拡
大

(表

3
)
に
伴

っ
て
､

D
B
社
で
は
部

品

･
資
材
の
納
入
遅
延
と
品
質
問
題
が
続
出
す
る
｡
当
時
の
ガ
ツ
ゲ
ナ
ウ

(G
ag
gena
亡
)
工
場
の
技
術
幹
部
定
例
会
や
､
購
買
本
部
と
同
工
場
幹
部

の
会
議
の
議
事
録
に
は
､
納
入
遅
延
や
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表2 ドイツの自動車生産における

流れ作業の導入時期

流れ作業 コンベア方式 企業

OpeL

Brennabor

Horch

Hanomag

Adler

Daimler_Benz

(Untertnrkheim)

(Mannheim)

(sindelfingen)

Wanderer

Selve

Dixi

NSU

DKW

Rohr

Ph急nomen

Audi

Stoewer

Goliath

Hansa

(組 立 専門工 場 )

Ford

Chrysler

GeneralMo tors

Hudson-Essex

Citroen

4

9

5

6

2

2

2

2

9

9

9

9

1

1

1

1

9

9

7

8

6

2

2

2

2

2

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

9

3

2

9

9

1

1

5

5

2

2

9

9

1

1

5

5

5

6

2

2

2

2

9

9

9

9

日U
H

:

HU

7

7

8

9

9

9

9

2

2

2

2

2

2

2

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

9291

5

6

6

6

6

2

2

2

2

2

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

Filk(2001).S.223,Tab.13.出所)

欠
陥
品
に
関
す
る
記
述
が
頻
繁
に
登
場

(
ll)

す
る

｡

こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る

と
､
内
製
可
能
な
も
の
は
緊
急
に
内
製

さ
れ
'
ま
た
直
ち
に
仕
入
先
の
変
更
が

検
討
さ
れ
た
｡
資
料
か
ら
分
か
る
限
-
～

当
時
は
多
く
の
部
品
が
少
な
く
と
も
工

場
単
位
で
は

一
社
に
集
中
し
て
発
注
さ

れ
て
い
た
が
､
ガ
ツ
ゲ
ナ
ウ
工
場
の
購

買
担
当
者
は
複
数
発
注
に
よ

っ
て
納

期

･
品
質
問
題
の
リ
ス
ク
を
分
散
す
る

よ
り
は
､
最
適
と
判
断
さ
れ
た
仕
入
先
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表3 ドイツ自動車産業の発展 1909-1936年

年次 事業所数 従業者数 平均親模 乗用車生産台数 商用車生産台数 生産額1) 原材料費1) 生産性2) 外注轡 )

1

4

1

4

9

2

1

3

2

0

1

1

1

1

1

9

0

1

2

3

0

1

1

1

1

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

l

235

238

244

1-0

1-8

118

1-2

102

81

-6

-6

l

一
9-5

9-6

9
-71

9-8

9-9

930

931

9-2

9-3

緋

935

9

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

4

7

2

2

1

9

7

6

9
･
2

1
･
8

8
･
6

5
･
8

3
･
4

1

1

2

2

3

3

9

1

9

9

7

5

9

1

00
0

1

1

…

2

3

86,642 369

55,412 233

83.424 342

83,751 598

76,441 597

54,153 459

46,134 452

34,392 337

51､036 630

80,858 1,064

100,937 1,051

110,148

6.682

8,578

10.319

14,296

12,400

38,988

31.896

84.610

101,617

96,161

77,257

62.529

43.430

92.160

147,330

205,092

244,289

74.863 37.033

790 107.119 52.751

1,373 158,448 77.323

1,782 239.330 113,170

1.851 214,308 96,609

10,304 1.093,804 544,053

5,211 673.982 312.067

ll,972 1.248,893 696,725

20,960 1,524.401 874.215

31-577 1,363,673 740.194

18,690 842,464 437.873

15.034 526,890 257,847

8.234 285.199 135,433

13,261 448,238 189,595

27.325 794,448 380.195

41,528 1,184,037 636,641

57,312 1,489,642 805,341

1,968 0.495

2,492 0.492

2.827 0.488

3,516 0.473

3,517 0.451

6.345 0.497

6,531 0.463

6,619 0.558

7,763 0.573

8,156 0.543

7,471 0.520

5.832 0.489

4,355 0.475

5.068 0.423

5,123 0.479

5,423 0.538

6,213 0.541

肝係動変 0.324 0.439 0.501

荏)

1) 単位1,000Mark(1913年以前)ないし1､000Reichsmark (1925年以降) ;

捨合卸売物価指数で実質化 (1913年平均-100);測定方法の変更のため､1925年以降とそれ以前の直接
比較は不可｡

2) (生産額一原材料費)′従業者数 (1,000Markないし1.000Reichsmark)｡
3)原材料費′生産額 (1,000Markないし1,000ReiChsmark)0
4 ) 標準偏差/平均値､1925-1936年｡

ガ
ツ
ゲ
ナ
ウ
は
当
時
稼
働
し
て
い
た

D
B
社
の

四
工
場
の
う
ち
で
最
も
外
注
率
の
高
い
工
場
で

あ

っ
た
｡

と
こ
ろ
が
'
世
界
恐
慌
が
ド
イ
ツ
に
波
及
し

た

一
九
三
〇
年
以
降
､
状
況
は

一
変
す
る
｡
同

年

1
0
月

1
0
日
の
会
議
で
､
購
買
本
部
は
ガ

材
料
費
全
体
の
七

〇
-
七
六
%
を
占
め
て

見
る
と
､
外
注
部
品

･
半
製
品
の
購
入
額
は
原

に
全
需
要
を
集
中
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
｡
内
製

化
や
仕
入
先
の
変
更
が
頻
繁
か
つ
あ
ま
り
問
題

な
-
実
行
可
能
だ

っ
た
の
は
､
生
産
量
が
少
な

く
､
ま
た
市
販
品
を
除
く
多
く
の
部
品
が

｢貸

与
図
｣
方
式
で
発
注
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

(12
)

1つ

0た
だ
し
､
資
料
か
ら
分
か
る
限
-
で
は
'
仕

入
先
の
変
更
を
検
討
す
る
根
拠
は
重
大
な
品

質

･
納
期
問
題
に
限
ら
れ
る
｡
ま
た
､
同
じ
仕

入
先
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
部
品
が
購
入
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
､
あ
る
部
品
に

つ
い
て
取
引
が
切
ら
れ
て
も
t
D
B
社
と
の
取

引
が
す
べ
て
失
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
｡
な
お
､

一
九
三
〇
年
初
め
の
時
点
で
'
ガ
ツ
ゲ
ナ
ウ
工

場
で
製
造
す
る
各
種
ト
ラ
ッ
ク
の
原
価
構
成
を
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ッ
ゲ
ナ
ウ
工
場
幹
部
に
対
し
､
特
に
本
社
工
場
の
設
備
稼
働
率
を
維
持
す

(14
)

る
た
め
に
鍛
造
品
の
外
注
の
制
限
を
強
-
要
請
し
た
.
さ
ら
に
そ
の

7

0
日
後
に
は
､
社
長
自
ら
が
購
買
本
部
長
に
対
し
､
外
注
の
規
制
を
指
示

し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
外
注
は
あ
ら
ゆ
る
点
を
検
討
し
た
う
え
で
内
製

の
余
地
が
全
-
存
在
し
な
い
場
合
に
限
定
さ
れ
､
内
製
を
予
定
し
て
い
た

部
品
を
外
注
に
変
更
す
る
場
合
に
は
'
原
価
の
比
較
見
積
書
を
社
長
に
提

(15
)

出
し
､
社
長
及
び
工
場
長
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
｡
こ

の
よ
う
に
､
恐
慌
期
に
は
再
び
外
注
が
強
-
制
限
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
'
恐
慌
期
に
D
B
社
は
部
品
の
内
製
率
=
設
備
稼
働
率

の
確
保
と
外
注
費
用
の
削
減
に
よ
っ
て
危
機
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
｡
そ

の
よ
う
な
方
針
が
ど
の
程
度
実
行
可
能
で
あ
り
'
ま
た
実
行
さ
れ
た
の
か

を
示
す
資
料
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
､
そ
の
効
果
も
走
か
で
は
な
い
｡
た
だ
'

表
3
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
'
ド
イ
ツ
自
動
車
産
業
全
体
で
は
外
注
率

(生
産
額
に
占
め
る
原
材
料
費
の
比
率
)
が

l
九
二
八
年
の
五
七
%
か
ら

一
九
三
三
年
の
四
二
%
へ
と
顕
著
に
低
下
し
て
お
り
､
恐
慌
期
に
外
注
費

(16
)

用
の
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
O

一
九
三
三
年
以
降
'

景
気
の
回
復
に
伴

っ
て
部
品
の
需
要
も
再
び
拡
大
し
'
自
動
車
産
業
の
外

注
率
も

一
九
三
三
年
の
四
二
%
か
ら

一
九
三
六
年
の
五
四
%
へ
急
速
に
上

昇
し
た
｡
図
1
に
よ
れ
ば
'

一
九
二
六
年
か
ら

一
九
三
六
年
ま
で
の
原
材

料
費
の
対
前
年
変
化
率
は
常
に
生
産
額
の
変
動
を
上
回
-
､
原
材
料
費
の

変
動
係
数

(〇
･
五
〇
1
)
は
生
産
額
の
そ
れ

(〇
･
四
三
九
)
よ
り
も

(17
)

高
い
｡
つ
ま
り
'
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
需
要
の
変
動
に
ま
ず
外
注
額
の
調

整
に
よ
っ
て
対
応
し
た
｡
戦
前
期
の
自
動
車
産
業
で
は
'
外
注
が
景
気
変

● 一号-従業者数｢トー生産額十欺..賃金総額･づト 平均賃金一一外注費

ハ -

/▲＼ ′＼
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図1 対前年変化率 (実質債)
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動
の
調
整
弁
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
三

〇
年
代
に
か
け
て
D
B

論

社
の
購
買
方
針
は
外
注
拡
大
と
内
製
優
先
の
間
で
揺
れ
動
き
'
部
品
取
引

関
係
は
､
少
な
-
と
も
主
要
な
鍛
造
部
品
'
す
な
わ
ち
部
品
メ
ー
カ
ー
の

第
二
､
第
三
の
類
型
に
関
す
る
限
-
､

一
社
集
中
発
注
と

｢貸
与
図
｣
方

式
､
流
動
的
な
取
引
関
係
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
｡

D
B
社
は
外
注
部

品
の
品
質
や
納
期
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
'
問
題
が
経
こ
れ
ば
す
ぐ
に
取
引

先
の
変
更
あ
る
い
は
内
製
化
を
検
討
し
た
｡
当
時
こ
の
よ
う
な
問
題
が
頻

発
し
た
の
は
'
部
品
メ
ー
カ
ー
の
技
術
力
や
管
理
能
力
が
低
か

っ
た
こ
と

と
並
ん
で
､
製
造
技
術
の
進
歩
や
生
産
量
の
急
激
な
変
化
に
購
買
管
理
体

制
が
う
ま
-
適
応
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

三

統
制
経
済

･
戦
時
経
済
の
影
響

こ
の
よ
う
な
部
品
取
引
関
係
に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
'
政

府
に
よ
る
生
産
統
制
'
特
に
戟
時
統
制
で
あ

っ
た
｡

経
済
続
制
は
'
投
資
と
原
材
料
を
軍
需
生
産
に
割
り
当
て
る
こ
と
を
日

(
18)

的
と
し
て
､

1
九
三
六
年
の

｢
E
tヵ
年
計
画
｣
と
と
も
に
始
ま

っ
た

O

特
に
､

一
九
三
七
年
五
月
に
鉄
鋼
の
割
り
当
て
が
始
ま
る
と
'
自
動
車
産

業
に
と

っ
て
資
材

･
部
品
の
調
達
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な

っ
た
｡
経
済
大

臣
は
資
材
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
､

一
九
三
六
年
に
自
動
車
産
業
に
対

し
て
車
種
数
の
大
幅
な
削
減
を
要
請
し
た
が
反
応
は
鈍
-
､

一
九
三
八
年

に

｢自
動
車
産
業
統
制
会
｣

(w

iG
ruF
a‥
W
ir
tschaftsgr亡ppe
F
ah
r･

zeugin
d
u
s
trie)
に
設
置
さ
れ
た
技
術
委
月
余
に
お
け
る
審
議
も
遅
々
と

し
て
進
ま
な

い
た
め
､
政
府
は
同
年

一
一
月
に
シ
ェ
ル
大
佐

(
o
b
e
rst

<

o
n

sche〓
)
を

｢自
動
車
分
野
に
関
す
る
政
府
全
権
代
表
｣

(G
B
K
‖

Gene
ralbevoLlm
achtigte
r
ftir
d
a
s
K
raftfahrw
esen)
に
任
命
L
t
車

種
の
削
減
を
強
力
に
推
進
し
た
｡
そ
の
結
果
'
翌
年
三
月
に
､
乗
用
車
の

モ
デ
ル
を
五
二
種
類
か
ら
三

〇
種
類

へ
､
商
用
車
を

一
二
二
種
類
か
ら
二

一
種
類

へ
削
減
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
､

一
九
四
〇
年
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
｡

(19
)

シ
ェ
ル
大
佐
は
引
き
続

い
て
部
品
の
統

1
化
を
強
-
要
請
し
た
.
自

動
車
産
業
統
制
会
は
直
ち
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
担
当
車
種
の
各

部
品
の
技
術
仕
様
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
､
技
術
委
員
会

の
下
に
主
要
部
品
ご
と
に
専
門
部
会
を
置
い
て
､
各
分
野
の
代
表
的
企
業

を
部
会
の
幹
事
に
決
め
た
｡

一
九
三
九
年
四
～
五
月
に
は
各
専
門
部
会
で

部
品
紘

一
化
の
原
案
が
作
成
さ
れ
､
六
～
七
月
に
は
技
術
委
員
会
で
統

一

化
の
基
本
方
針
を
審
議
す
る

一
方
で
､
専
門
部
会
や
関
係
諸
機
関
の
代
表

を
加
え
た
拡
大
会
議
で
部
品
ご
と
に
原
案
が
検
討
さ
れ
た
｡
九
月

一
日
の

開
戦
に
よ
り
計
画
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
る
が
､
最
終
的
に
計
画
続
行
が

確
認
さ
れ
'

一
九
三
九
年
末
に
は
技
術
委
員
会
で
の
計
画
修
正
の
審
議
が

終
了
し
､
主
要
な

一
〇
二
品
目
に
つ
い
て
統

一
化
が
達
成
さ
れ
た
｡
そ
の

後
'
同
年
九
月
に
統

1
部
品
の
導
入
の
方
法
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
､
最
終

的
な
導
入
期
日
は

1
九
四

一
年
四
月

1
日
に
延
期
さ
れ
た
O

表

4
に
'
デ
ー
タ
の
得
ら
れ
た
四
七
品
目
に
つ
い
て
部
品
統

1
化
の
結

果
を
示
す
｡
実
際
に

一
種
類
に

｢統

一
化
｣
さ
れ
た
の
は
こ
の
う
ち

一
二

品
目
で
あ
る
が
､
全
体
と
し
て

二

三
〇
五
種
類
か
ら

一
五
三
種
類

へ
､
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表4 自動車部品の統一化

番号 品 目 統一前種数 統一後巻数 後･前比率 幹事企業

5 バッテリー
6 点火コイル
7 点火ディストリビュータ
8 スイッチボックス
9 ヒューズ箱
10 ヒューズ

11 点火プラグ
12 点火プラグ.ケーブル
13 加熱プラグ
14 スターター･ケーブル

16 電球
18 ライトスイッチ
20 減光スイッチ
21 ウインカースイッチ

22 遮断機
23 ブレーキライト･スイッチ

24 信号押しボタン
25 始動ボタン
26 コネクタ･コンセント
27 ハンドライト用コンセント
28 スイッチ盤照明器
29 .クラクション
36 キャブレター

37 噴射ポンプ
39 燃料ポンプ
42 オイルフィルター

43 燃料フィルタ-
56 油圧ブレーキ･メインシリンダー
56 油圧ブレーキ･ブレーキシリンダ-
56 油圧ブレーキ･ブレーキ管
56 油圧ブレーキ･ブレーキケーブル
57 エアブレーキ･空気圧縮機
57 エアブレーキ･ブレーキシリンダ-
57 エアブレーキ･エアホルダー

57 エアブレーキ･連結器
57 エアブレーキ･圧力計
57 エアブレーキ･ブレーキ弁
57 エアブレーキ･圧力制御器
57 エアブレーキ･ねじ連結器
63 ディスクホイール(円盤式車輪)
66 速度計
69 圧力計
70 燃料計
71 遠隔温度計
72 時計
73 回転速度計
74 走行距離計

14
16
87
86
15
5
35
11
19
5
69
2
7
38
34
45
22

4
10

.9
5
8
60
8

44

76
42
02
22
45

50
35
70
40
8
12
別
5
40
82
00

2

1

1

1
1

1

1

1
25
4
15
50
5
1

2

5

3

1

3

3

2

E
J

1

2

0

1

2

2

2

3

1

2

1

2

2

1

3

7

2

9

4

8

0

6

2

3

7

5

1

2

4

1

(×
U

9

5

3

1

1

3

1

1

1

1

3

1

1

3

2

0.857 Pfalzgraf
0.313 Bosch
0.149 Bosch
0.012 Bosch
0.200 Bremicker
0.600 Elektrotech.Fabrik
0.057 Bosch
0.455 Bosch
0.053 Bosch
0.400 Bosch
0.112 0sram
0.500 Bosch
0.286 Bosch
0.053 Bosch
0.059 Bosch
0.067 Bosch
0.045 Bosch
0.500 Bosch

0.100 BQSCh
O･222 B甲Ch
0.400 0占ram
0.125 Westf.Metallindustrie

0.081 Deut.Vergaser(Solex)
0.875 Bosch

o.045 Deut.Vergaser(Solex)
0.051 Mahle
0.095 Bosch/FrankfurterArmaturenwerk
0.078 Teves
0.082 Teves
0.133 Teves
0.213 Teves
0.086 Knorr-Bremse
0.100 Knorr-Bremse
0.125 Knorr-Bremse
0.125 Knorr-Bremse
0.167 Knorr-Bremse
0.167 Knorr-Bremse
0.200 Knorr-Bremse
0.200 Knorr-Bremse

0.110 Hering/BST
0.050 VDO
0.120 VDO
0.250 VDO
0.067 VDO
0.060 VDO
0.200 VDO
1.000 VDO

合計 1305 153 0.117

平均 47.0 5.6 0.218

出所) DaimlerChryslerArchiv(DBA),BestandKisse19.31.WirtschaftsgruppeFahrzeugindustrie.VereinheiL-

LichlmgSbeschZussより作成0
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ほ
ぼ
九
割
に
及
ぶ
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
た
｡
技
術
委
員
会
で
は
､
競
争

力
の
あ
る
少
数
の
部
品
メ
ー
カ
ー
に
生
産
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
効
率

論

向
上
と
価
格
低
下
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
､
多
数
の
部
品
メ
ー
カ
ー
の
淘

汰
が
懸
念
さ
れ
た
｡

D
B
社

か

ら
技

術
委

員

会

に
派

遣

さ

れ

た

シ
ュ
ミ
ッ
ト

(F
.

Schm
id
t)
は
･､
統

1
化
会
議
の
議
長
を
務
め
る
な
ど
､
統

1
化
の
過
程

で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
｡

D
B
社
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
努
力
の
結
果
'

車
種
の
削
減
に
も
関
わ
ら
ず
乗
用
車
に
つ
い
て
も
商
用
車
に
つ
い
て
も
現

行
の
製
品
ラ
イ
ン
を
ほ
ぼ
維
持
で
き
た
が
､
戦
時
経
済
下
で
製
造
を
認
め

ら
れ
た
乗
用
車
は
最
も
小
型
の

1
車
種

(170V
)
の
み
で
あ

っ
た
.

D

B
社
は

1
九
四
〇
年

1
0
月
に
､
乗
用
車
の
統

1
化
対
象
部
品
の
う
ち
六

言
m
日
が

1
70
V
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
､
そ
の
ほ
ぼ
半
数
が
期

日

(
1
九
四

1
年
四
月

一
日
)
に
統

l
規
格
に
移
行
で
き
る
見
通
し
で
あ

(
20
)

る
こ
と
を
確
認
し
た

｡

一
九
二
〇
年
代
の
生
産
合
理
化
の
手
本
に
さ
れ
た

｢
ア
メ
リ
カ
式
生
産

方
式
｣
の
特
徴
は
､
単

一
な
い
し
少
数
の
車
種
と
規
格
化
さ
れ
た
部
品
の

大
量
生
産
で
あ
る
が
'
車
種
の
削
減
と
部
品
の
統

一
化
が
実
現
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
合
理
化
の
大
き
な
制
約
に
な

っ
た
｡
そ
れ
ら
は

一
九
三
〇
年

代
末
に
な

っ
て
政
府
の
圧
力
に
よ
っ
て

1
気
に
実
現
さ
れ
た
も
の
の
'
戦

時
経
済
に
突
入
し
た
た
め
に
実
質
的
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
に
終

わ
っ
た
｡
し
か
し
､
部
品
紘

一
化
が
す
べ
て
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
主
要

な
部
品
メ
ー
カ
ー
の
参
加
の
下
で
行
わ
れ
､
そ
の
過
程
で
部
品
メ
ー
カ
ー

同
士
'
ま
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
部
品
メ
ー
カ
ト
の
間
で
多
-
の
技
術
情

報
が
交
換

･
共
有
さ
れ
た
こ
と
は
､
そ
の
後
の
自
動
車
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
D
B
社
で
は

一
九
四
二
年
ま
で
乗
用
車
の
量
産

が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
､
同
社
に
関
し
て
は
続

一
さ
れ
た
部
品
の
導
入
準

備
が
進
め
ら
れ
､

一
部
は
実
際
に
導
入
さ
れ
て
､
そ
れ
が
戦
後
の
再
出
発

(21
)

の
さ
い
に
も
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
｡

(22
)

D
B
社
は

1
九
四

〇
年
三
月
未
に
戟
時
生
産
体
制
に
移
行
し
た
が
､

自
動
車
の
生
産
は
少
な
-
と
も

一
九
四
四
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
｡
た
だ
し
､

乗
用
車
の
生
産
は

一
九
三
九
年
の
約
二
七
､

〇
〇
〇
台
か
ら

一
九
四
二
年

に
は
約
四
､

〇
〇
〇
台
ま
で
激
減
し
､

一
九
四
三
年
以
降
は
事
実
上
中
止

さ
れ
､
商
用
車
の
生
産
も

1
九
三
九
年
の
約

1
六
､

〇
〇
〇
台
か
ら

1
九

ヽ

四
四
年
に
は
半
減
し
て
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
｡

戦
時
体
制
下
で
唯

一
生
産
が
認
め
ら
れ
た
乗
用
車
の
車
種
は
'

一
九
三
六

年
に
登
場
し
た

)
.7
L
前
輪
駆
動
型
の

)
70
V
で
あ
る
が
'
こ
の
モ
デ
ル

は
戦
後

一
九
四
六
年
に
乗
用
車
の
生
産
が
再
開
さ
れ
た
時
に
も
採
用
さ
れ

た
｡戦
時
期
に
､
自
動
車
に
代
わ

っ
て
生
産
活
動
の
中
心
に
な

っ
た
の
は
航

空
機
エ
ン
ジ
ン
で
あ

っ
た
｡

D
B
社
は
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
リ
ン
グ

.(E3)

(
F

ertiguコgSr
m
g)
を
率
い
､
製
造
の
中
核
を
担

っ
た
｡
こ
の
リ
ン
グ
の

リ
ー
ダ
ー

(R
ingfohrer)
に
選
ば
れ
た
の
が
'

1
九
三
六
年
に
ベ
ル
リ

ン
南
郊
ゲ
ン
ス
ハ
-
ゲ
ン

(G
e
n
sh
ageコ
)
に
設
立
さ
れ
た
航
空
機

エ
ン

ジ
ン
製
造
子
会
社

(D
a
i
m
-er･BenzM
otor
e
n
･G
ヨ
b
H
)
の
社
長
の
任
に

あ

っ
た
ミ
ユ
ラ
ー
取
締
役

(K
.
C
.
M
E
ler)
で
あ
る
｡

D
B
社
は
リ
ン

グ
の
中
核
企
業
と
し
て
'
リ
ン
グ
に
所
属
す
る
企
業
を
継
続
的
に
監
督

･
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指
導
す
る
義
務
を
負

っ
て
い
た
O

一
九
四
二
年
半
ば
に
重
要
部
品

(ベ
ア
リ
ン
グ
､
ピ
ス
ト
ン
等
)
の
品

質
問
題
が
噴
出
し
'
六
月
三
〇
日
と
七
月

一
日
に
開
か
れ
た
取
締
役
会
で

は
､
技
術
担
当
の
ナ
リ
ン
ガ
-

(F
.
N
a≡
n
g
er)
が
次
の
よ
う
に
発
言

(24
)

し
て
い
る
｡
1我
々
は
本
来
の
業
務
の
他
に
,
す
べ
て
の
仕
入
先
を
教
育
し
;

面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
こ
う
い
う
こ
と
を
い
つ
ま
で
も

続
け
ら
れ
な
い
.
仕
入
先
の
技
術
が
こ
の
よ
う
に
不
十
頚
で
あ
る
の

は
､
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
に
お
け
る
最
大
の
問
題
で
あ
る
｡｣

｢わ
が
社
の
品
質
検
査
担
当
者
は
毎
月
の
よ
う
に
仕
入
先
に
出
向

い
て
､
生
産
現
場
で
詳
細
に
わ
た
っ
て
品
質
を
継
続
的
に
検
査
し
て

い
る
｡
我
々
は
そ
の
た
め
に
'
製
造
規
定
を
作
成
し
そ
の
実
施
状
況

を
現
場
で
監
督
す
る
特
別
班
を
編
成
し
た
｡｣

こ
の
発
言
か
ら
'
経
済
統
制
の
下
で
D
B
社
が
不
本
意
な
が
ら
も
部
品

メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
継
続
的
に
細
か
い
技
術
指
導
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
｡
こ
の
時
の
技
術
指
導
の
対
象
企
業
に
､
ベ
ア
リ
ン
グ
や
ピ
ス
ト

ン
な
ど
専
門
部
品
の
製
造
業
者
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
｡

D
B
社
は

一
九
四
〇
年
代
初
期
に
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
生
産
に
お
い
て

部
品
の
併
注
方
式
と
部
品
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
設
計
を
正
式
に
導
入
し
た
｡

そ
の
根
拠
と
し
て
､

一
九
四

一
年
六
月

一
七
日
に
行
わ
れ
た
D
B
社
幹
部

(25
)

と
鍛
造
品
メ
ー
カ
ー
代
表
者
と
の
会
合
の
記
録
を
以
下
に
引
用
す
る
｡

｢会
談
を
始
め
る
に
あ
た
り
､
ナ
リ
ン
ガ
-
取
締
役
は
､
部
品
の

設
計
に
お
い
て
鍛
造
業
者
の
経
験
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
に
活
用

す
べ
-
､
D
B
社
と
鍛
造
業
者
と
の
関
係
を

1
層
緊
密
な
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
O
例
と
t
て
､
軽
金
属
鋳
造
業
者
と

の
緊
密
な
協
力
関
係
が
措
写
さ
れ
た
｡
(中
略
)

エ
ン
ジ
ン
製
造
企
業
が
鍛
造
部
品
の
設
計
図
を
初
め
か
ら
書
き
上

げ
左
と
い
う
現
在
の
や
り
方
は
'
全
く
間
違

っ
て
い
る
｡
我
々
が
も

し
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
図
を
､
要
求
の
高
度
化
等
に
よ
-
-
-
さ
ら
な

る
加
工
を
要
す
る
箇
所
に
印
を
付
け
て
鍛
造
業
者
に
渡
し
､
業
者
が

速
や
か
に
こ
れ
に
応
じ
た
鍛
造
品
の
設
計
図
を
出
し
て
-
れ
る
な
ら
'

我
々
は
そ
れ
を
歓
迎
す
る
｡

鍛
造
業
の
代
表
者
は
皆
こ
の
提
案
に
大
い
に
賛
同
し
た
｡
協
力
関

係
の
深
め
方
は
､
こ
の
後
の
会
談
で
話
し
合
わ
れ
､
取
り
決
め
ら
れ

た
｡
彼
ら
と
我
々
の
見
解
は
､
部
品
の
形
態
を
決
め
る
最
善
の
方
法

が
､
鍛
造
業
者
が
自
ら
そ
れ
を
我
々
の
設
計
図
に
基
づ
い
て
提
案
す

る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
点
で
､
完
全
に

一
敦
し
た
｡
彼
ら
と
他
の
エ

ン
ジ
ン
製
造
企
業
と
の
取
引
関
係
か
ら
､
発
注
側
が
鉄
道
部
品
の
設

計
を
自
ら
行
い
'
そ
れ
を
多
数
の
様
々
な
業
者
に
渡
し
て
作
ら
せ
る

と
い
う
や
-
方
が
適
切
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
'
既
に
明
ら
か
な
の

で
あ
る
｡
(中
略
)

今
後
､
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
図
は
､
-
-
購
買
部
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
部
品
の
製
造
に
最
も
適
し
た
鍛
造
業
者
二
社
の
み
に
提
示
さ
れ

る
｡
そ
の
設
計
図
に
は
､
設
計
部
の
立
場
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
視

点

(-
-
)
と
､
製
造
部

の
立
場
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
条
催

(-
-
)
が
記
さ
れ
た
書
式
が
漆
付
さ
れ
る
｡
鍛
造
業
者
は
そ
れ
を
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文

見
て
'
担
当
す
る
部
品
の
詳
細
設
計
を

D
B
社
に
提
案
し
､
そ
れ
に

基
づ
い
て
最
終
的
な
設
計
図
が
作
成
さ
れ
る
｡｣

論

以
上
の
協
定
の
趣
旨
は
､
仕
入
先
を
部
品
ご
と
に
二
社
に
固
定
す
る
こ

と
と
'
貸
与
図
方
式
に
代
え
て
仕
入
先
と
の
共
同
設
計
を
導
入
す
る
こ
と

で
あ
る
｡
実
際
に
､
八
種
類
の
エ
ン
ジ
ン
用
鍛
造
部
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

表5 戦時期の航空機エンジン部品 (鍛造品)仕入先
(1941年 6月17日の協定による)

品目 サプライヤ 1 サプライヤ2

BochumerVerein

zapp(Krupp)

B6hler

Rachling･Buderus

BochumerVe;ein

BochumerVerein

Engels

Herder

DEW

DEW

DEW

DEW

DEW

ピストン軸

駆動輪

プロペラ軸

長軸

換気口歯車

その他エンジン用歯車 DEW

400g以上の小物部品 sch6neweiss

400g未満の小物部品 Engels

出所) DaimlerChryslerArchiv(DBA).BestandKissel1.33.TechnischeProtokolle.

SchnuedebesPyechtけIgV.17.6.1941より作成｡

い
て
'
担
当
企
業
二
社
が
確
定
さ
れ
た

(表

5
)｡
対
象
企
業
は
､
部
品

メ
ー
カ
ー
の
第
二
類
型
に
あ
た
る
ル
ー
ル
地
方
の
巨
大
鉄
鋼
企
業
で
あ

っ

た
｡
な
お
'
同
様
の
協
定
が
軽
金
属
鋳
造
業
者
と
も
既
に
結
ば
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
､
引
用
箇
所
の
最
初
の
段
落
の
内
容
か
ら
推
察
さ

れ
る
.
そ
の
後
'

1
九
四

1
年

1
二
月

二

日
の
取
締
役
会
で
､
ミ
ユ

ラ
ー
は
小
型
ユ
ニ
ッ
ト
部
品
の
仕
入
先
を
二
社
に
集
約
す
み
こ
と
を
提
言

し
て
い
る
が
'
こ
の
こ
と
か
ら
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
併
注
の
範
囲
が

(26
)

拡
大
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
｡

部
品
の
併
注
は
､
戦
時
期
の
自
動
車
生
産
に
も
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
｡
そ
れ
を
示
唆
す
る
の
は
､
表

6
に
掲
げ
る
補
修
部
品
の
仕
入
先
の

リ
ス
ト
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
戦
時
期
に
製
造
さ
れ
て
い
た
唯

一
の
乗
用
車

モ
デ
ル

(w
L
3
6
-
)
7
0
V
)
の
部
品
購
買
に
関
す
る
資
料
の
大
半
が
戦

災
で
焼
失
し
た
た
め
､
製
造
再
開
に
先
だ

っ
て
､
当
時
の
組
付
部
品
の
仕

入
先
を
主
要
な
補
修
部
品
の
購
入
リ
ス
ト
か
ら
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
｡

仕
入
先

へ
の
問
い
合
わ
せ
に
必
要
な
書
類
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
部
品
に

限
っ
て
掲
載
し
て
い
る
た
め
､
種
類
も
限
定
さ
れ
て
完
全
な
も
の
で
は
な

い
が
､
全
体
の
傾
向
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
O
こ
れ

に
よ
れ
ば
'
五
七
品
目
の
う
ち
､
仕
入
先
が

一
社
の
み
で
あ
る
の
が
三
八

品
日
､
複
数

(主
に
1
1社
)
.あ
る
の
が

1
九
品
目
で
'
ち
ょ
う
ど
三
分
の

1
の
品
目
で
併
注
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
.

一
社
集
中

発
注
が
典
型
的
に
見
ら
れ
る
の
は
気
化
器
､
電
装
品
'
緩
衝
器
､
ブ
レ
ー

キ
､
ギ
ア
'
ク
ラ
ッ
チ
'
ハ
ン
ド
ル
､
冷
却
器
な
ど
の
専
門
部
品

(第

1

類
型
)
で
あ
-
'
シ
ャ
シ
ー
や
後
強

･
足
回
-
関
係
の
鍛
造

･
プ
レ
ス
部
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表6 モデルW136(170V)の部品品目別仕入先リスト
部品グループ 番号 品目 前回仕入先 予備仕入先 仕入先款 予備 合計 備考

エンジン 1 クランク室
2 油受け

3 ギアボックス葺
4 J(ルナ導筒
5 シリンダーヘッド

6 弾み車

7 ピス トン
8 排気集合管
9 冷却水ポンプ答辞
10 サーモスタット ケース
11 吸入管
12 クランク軸
13 歯車 リム
14 クランク軸受け

15 気化器
16 ネジ歯車
17 冷却水ポンプ軸

18 Vベルト

19 エア ･フィルター
20 記名品名珪

21 構成部品(半製品)各埋
22 横梁

内穀(マンハイム工場) hlasChinenlabTikEssLirlgerl l 1 2
2 0 2

l
1
3

つ一

2
1
1
1
1
2
1
ワ
】

1
9
]
2

2

･l
l
一2
つJ

内製(マンハイム工場)

lTaschiTlenrabrikEsslirlgerl
Boseh
Stotz

AluTn.GiesseTCjNueTnberg

A】Ling?

FerrozcTl

2

･l
nU
nU
∧U
O
1
0
0

1

1
1
1
-1
1
1
1
2

0
l
▲nV

0

1
1
2

2

.新たな仕入先､内製 ?

内製 ?

RilLeTI
TiueLtertlTCrkBodcrnvoellr
Mahle
S亡hll･aebischesHlはtlenWerk
EisenⅥ･erl【Erla

lllintE:r

Mah7e
Gcbr.G1-cnaTlt71

Stockc)･ASchTrLiEz
RalltenbaCh

EisengiessereiSaargTnuerld
DEⅥr

lTay
Gl),coIMetall
RratJmSChweig.Huettenwerk
DeuLVergaser(Solex)
Bosch
WitzeTnaTm
Sueco
CorltiTleTlla7

SempeTIL
k'rtech(
nosch

KamTnerich
Thelen
Faulstroh
SiefmS

シャシー Beneler

耐絵･後篇バネ 23 担いバネ(尭状バネ)

24 担いバネ(渦巻きバネ)

25 線番器

Plate
floesCh

RocChling
RheiTlmeLall
HoesCh
FkllteL良Sa亡hs

後篇駆動装置 26 後車軸ケース(左右)

27 後車軸ケース蓋
28 差曲ギアケ-ス
29 軸受け本体

30 支持菅

31 傘歯車(皿歯車)
32 カルダン軸

33 従軸(駆動力のない車輪)

Mag
llrinter

BergischeStahLindustrie
Meier良TVeiclleT･t
Winter

S亡hWir川
BoChlH¶CrVerein
F.iscntrerkWanheim
DEⅥr
Kammerieh
r)ressvL,erktモeisl10lz

Hering
KroTtPrlnヱ

StotZ

Mag
AnweilcT

Lemmer2

【ソ
･
穀内30

lソ
･
梨内l

ウ
一

3

0
0

1

ブレーキ 3J ブレーキ -ドラム ChilLingWorLh
Anderscn

35 ブレーキ(完成品)
36 ブレーキ ･ライニング

Teves
T(irchbaCTrsehell'eTke TerLar
EnlerO DanCO

Semperi【

焼金

つ
.

S

槻

T

2

1
EJ

<U

▲nV
2

2

1
3

変速機 37 変速枚ケース

38 変速 レバー
39 ギア

Ri【【eT
AHweilcT
Hertkels
ZF

辻

3-5

以前部分内梨､今度は全瓢?

内袈?クラッチ 40 クラッチ(完成品) FichteI&Sa亡hs
41 クラッチ .ライニング KirchbaCh■ScheWerke

F.TnerO

Semperit

Tex【ar
Danct】

ペダル 42 プレ-キペダル Raspe

ハンドル 43 ハンドル(完成品) ZF
44 ハンドル ･レパ- RergisrheStahlirtdtJStrie

Stockev良SChnjt2
-15 ハンドル軸 BDSCll

排気装置 AI6 排気消音器(マフラー) F,berspaeCheT･

冷却器 47 冷却器 Behr

シャシー部品 48 バンパー Klein

電装品 49 バッテリI HoPE)eCke?
Varta

集中注油装置 50 集中注油装置 Wjll.yVogEL

ポールペア1)ング 51 ポールペ71)ング Verei巾g.KtlgellagerLabrikert
KugcllisCher

計器類 回転速度計
撫科計 ･
油圧計
時計

56 ワイパー
57 方向指示器

Vejgel
E亡kaT.dl
E亡kardt
MauLhe
I(ラenZ1e
SWF
SⅥ'F

VDO

1 0
1 0

注) 1944年9月5日の空襲で焼失した購買書類の部分的再構成(補修部品の発注に関連する部分のみ);表中の

疑問符は原資科のまま｡

出所) DaimlerChryslerArchiv(DBA).BestandHoppe5(Werke),Haspel社長他経営陣宛購買本部の書簡(1945

年7月6日付)付録より作成｡
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文

品
に
は
複
数
発
注
が
多

い
｡

な
お
､

一
九
四
二
年
四
月
以
降
､
軍
需
生
産
の
合
理
化
が
強
力
に
進
め

論

ら
れ
る
中
で
､
自
動
車
以
外
の
多
く
の
分
野
で
も
､
製
品
の
種
類
の
削
減

(27
)

と
少
数
の
特
定
企
業

へ
の
生
産
の
集
約
化
が
進
展
し
た
｡
こ
の
よ
う
な

生
産
集
約
化
に
伴

っ
て
仕
入
先
の
集
中
も
進
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
'

な
ぜ
D
B
社
は
部
品
の
仕
入
先
を
必
ず
し
も

一
社
に
集
約
せ
ず
'

一
部
の

部
品
で
併
注
方
式
を
取
-
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
｡

そ
の
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
'
空
爆
の
リ
ス
ク
で
あ

る
｡

一
社
集
中
の
場
合
､
仕
入
先
工
場
が
空
爆
で
破
壊
さ
れ
た
と
き
に
供

給
が
途
絶
す
る
危
険
が
あ
-
'
併
注
化
は
そ
の
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
た
め

(28
)

の
方
策
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
'
空
爆
の
リ
ス
ク
以
外
に
も
'

資
材
の
不
足
な
ど
部
品
供
給
を
阻
害
す
る
要
因
が
あ
-
､
部
品
の
安
定
供

給
の
た
め
に
併
注
化
は
必
要
で
あ

っ
た
｡
さ
ら
に
'
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
部

品
の
事
例
で
は
､
共
同
開
発
が
同
時
に
協
定
さ
れ
て
い
る
の
で
'
併
注
方

式
に
は
仕
入
先
の
間
の
技
術
開
発
競
争
を
促
す
と
い
う
目
的
も
あ

っ
た
と

推
察
さ
れ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､
戦
時
経
済
下
と
い
う
リ
ス
ク
が
高
-
物
資
不
足
の
状

況
で
'
部
品
の
安
定
供
給
と
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
､
D
B
社
は
併
注

が
可
能
な
部
品
に
つ
い
て
併
注
方
式
を
導
入
し
､
ま
た
専
門
部
品
メ
ー

カ
ー
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
部
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
技
術
指
導
を
強
化
し
た
と

推
定
さ
れ
る
｡

四

戦
後
の
復
興
か
ら
高
度
成
長
へ

戦
後
'
ド
イ
ツ
の
自
動
車
産
業
は
急
速
に
生
産
を
回
復
し
た
｡
ラ
イ
ト

バ
ン
を
含
む
乗
用
車
の
生
産
台
数
は
'

一
九
四
五
年
に
は
わ
ず
か

一
､
三

〇
〇
台
足
ら
ず
だ

っ
た
の
が
'

一
九
五

一
年
に
は
ほ
ぼ
戦
前
の
水
準

(
一

九
三
八
年
に
約
二
七
七
､

〇
〇
〇
台
)
を
回
復
し
た
｡

一
九
五
〇
年
代
に

は
自
動
車
産
業
は
急
激
に
生
産
を
拡
大
し
､

一
九
六

〇
年
に
お
け
る
乗
用

車
生
産
台
数
は

一
九
五
〇
年
水
準
の
八
倍
を
超
え
た
｡
工
業
生
産
指
数
で

見
る
と
'

1
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
自
動.
車
産
業
の
生
産
増
加
率
は
製
造

業
平
均
の
二
倍
を
超
え
､
投
資
財
産
業
で
は
最
大
で
あ
る
｡
ま
た
表
Ⅰ
に

示
し
た
よ
う
に
'

1
九
五
〇
年
代
に
入

っ
て
自
動
車
の
普
及
が
大
き
-
進

展
し
た
｡
こ
の
よ
う
に
､
ド
イ
ツ
で
は

一
九
五
〇
年
代
に
な

っ
て
よ
う
や

-
､
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
本
格
化
し
た
の

で
あ
る
｡

D
B
社
は
敗
戦
直
後
に
自
動
車
の
生
産
を
再
開
し
た
｡

一
九
四
五
年
五

(29
)

月
に
戦
災
が
比
較
的
軽
微
だ

っ
た

マ
ン
ハ
イ
ム
工
場
､
七
月
に
は
ガ
ツ

ゲ
ナ
ウ
工
場
で
､
占
領
軍
の
要
請
に
基
づ
い
て
戦
時
期
モ
デ
ル
の
-
ラ
ッ

(30
)
ク
の
生
産
が
再
開
さ
れ

(
一
九
四
五
年
に

一
㌧

〇
三
七
台
)
､
翌
年
に
は

ウ
ン
タ
ー
ー
エ
ル
ク
ハ
イ
ム
工
場
で
乗
用
車
の
生
産
も
再
開
さ
れ
た

二

九
四
六
年
に
二
二
四
台
)
｡
こ
の
時
の
乗
用
車
モ
デ
ル
は
､
戦
時
期
に
唯

1
製
造
を
認
め
ら
れ
'

1
九
四
二
年
ま
で
量
産
さ
れ
て
い
た

1
70
V
で

あ

っ
た
｡

1
九
四
五
年
五
月
の
敗
戟
か
ら

一
九
四
九
年
五
月
に
下
イ
ツ
連
邦
共
和
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国
が
成
立
す
る
ま
で
の
四
年
間
は
､
ド
イ
ツ
の
自
動
車
産
業
に
と

っ
て
も

D
B
社
に
と

っ
て
も
'
混
乱
と
苦
難
の
時
期
で
あ

っ
た
｡
ド
イ
ツ
は
戦
前

の
領
土
の

一
部
を
失

っ
た
上
'
連
合
軍
に
よ
る
分
割
統
治
の
下
に
置
か
れ
､

各
占
領
地
区
の
境
界
を
超
え
る
取
引
が
困
難
に
な
っ
た
｡
ソ
連
占
領
地
区

に
あ
る
仕
入
先
と
の
取
引
が
途
絶
し
た
だ
け
で
な
-
'
西
側
の
米
英
仏
各

占
領
地
区
の
間
で
の
部
品
取
引
に
は
膨
大
な
認
可
手
続
き
が
必
要
に
な
っ

(31
)

た
の
で
あ
る
｡

D

許
可
を
求
め
る

雲諸
'は
占
領
軍
政
府
に
地
区
境
界
を
超
え
為
取
引
の

多
数
の
仕
入
先
を
訪
問
し
て
状
況
把
握
と
取

(33
)

引
再
開
に
努
め
る
と
同
時
に
'
戦
時
期
に
外
注
し
て
い
た
部
品
の
内
製

化
を
検
討
し
た
｡
例
え
ば
､
表
6
に
掲
載
さ
れ
た
乗
用
車
の
主
要
部
品
の

う
ち
'
内
製
化
が
検
討
さ
れ
た
の
は
約
二
割
に
あ
た
る

二

一品
目
で
あ
る
｡

原
料

･
資
材
の
調
達
は

一
九
四
八
年
六
月
の
通
貨
改
革
ま
で
占
領
軍
に

よ
る
統
制
の
下
に
置
か
れ
､
ま
た
西
側
占
領
地
区
の
経
済
統
合
が
最
終
的

に
達
成
さ
れ
た
の
は

1
九
四
九
年
四
月
で
あ
る
.
そ
の
後
､
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
国
内
の
原
料

･
部
品
の
調
達
を
再
び
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
｡こ
の
よ
う
な
原
料

･
資
材
調
達
の
制
約
に
加
え
て
'

一
九
四
五
年
七
月

に
ハ
ス
ペ
ル
社
長

(W
.
H
asp
et)
以
外
の
取
締
役
全
員
'
そ
し
て

1
0

(34
)

月
に
は
ハ
ス
ペ
ル
社
長
が
占
領
軍
の
命
令
で
解
任
さ
れ
た
こ
と
は

､

F)

B
社
に
と

っ
て
少
な
か
ら
ぬ
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
た
だ

し
､
ハ
ス
ペ
ル
'
ナ
リ
ン
ガ
I
､
ミ
ユ
ラ
ー
'
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
四
名
は

1

九
四
八
年
ま
で
に
復
職
L
t

一
九
五
〇
年
代
に
死
亡
な
い
し
退
職
す
る
ま

で
同
社
の
復
興
に
貢
献
し
た
｡

一
九
四
八
年
の
通
貨
改
革
と
そ
の
翌
年
の
経
済
統
合
を
経
て
､
ド
イ
ツ

経
済
は
本
格
的
な
復
興
に
向
か
う
｡

一
九
五
〇
年
に
D
B
社
の
乗
用
車
生

産
台
数
は
戦
前
の
ピ
ー
ク
を
大
き
く
上
回
っ
て
三
万
台
を
超
え
た
｡
そ
の

後

一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
乗
用
車
生
産
は
飛
躍
的
に
増
大
し
､
年
間
生

産
台
数
は

t
九
五
九
年
に

1
0
万
台
'

1
九
六
七
年
に
は
二
〇
万
台
を
超

え
た
｡
生
産
の
増
大
に
伴

っ
･て
､
D
B
社
の
取
引
先
の
総
数
は

一
九
五
〇

年
か
ら

1
九
六

1
年
ま
で
の
間
に

1
二
､
六
四
三
社
か
ら

一
七
､
七
六
〇

社
へ
ほ
ぼ

1
貫
し
て
増
加
し
た
O
こ
の
中
に
は
事
務
用
品
等
'
部
品

･
資

材
以
外
の
納
入
業
者
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
の
で
'
そ
れ
ら
を
除
去
す
る

た
め
に
D
B
社
と
の
年
間
取
引
額
が
二
万
マ
ル
ク
を
超
え
る
仕
入
先
に
限

定
す
る
と
'
同
期
間
に

1
､

1
八
〇
社
か
ら
三
'

一
九
五
社
へ
急
増
し
て

(35
)

い
る

(表
7
)｡
そ
の
さ
い
外
注
率

(製
造
費
用
に
占
め
る
外
注
部
品
の

割
合
)
が

一
九
五
六
年
か
ら

一
九
六

一
年
に
か
け
て
六
五
%
前
後
で
安
定

(36
)

し
て
い
た
こ
と
は
､
後
述
す
る
よ
う
に
部
品
の
併
注
化
が
進
ん
だ
こ
と

を
示
唆
す
る
O

戦
後
初
期
に
は
､
D
B
社
の
経
営
陣
は
ま
だ
部
品
の
内
製
を
第

一
に
考

え
て
い
た
｡

一
九
四
八
年

一
二
月
に
'
前
年
ま
で
社
長
代
行
を
務
め
て
い

た
ホ
ッ
ペ
取
締
役

(〇
.
Hoppe)
が
､
取
締
役
会
､
工
場
幹
部
と
購
買
本

部
に
出
し
た
通
達
に
よ
れ
ば
'
｢原
則
的
に
､
社
内
で
製
造
で
き
る
部
品

の
外
注
は
､

一
般
的
に
み
て
自
社
の
工
場
の
生
産
能
力
が
完
全
稼
働
し
て

一

(37
)

い
る
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
｣
と
さ
れ
る
｡

そ
の
後
外
注

が
大
幅
に
拡
大
し
た
の
は
､
需
要
の
急
増
に
よ
っ
て
社
内
の
生
産
能
力
が

限
界
に
達
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

一
九
六
三
年
頃
の
調
査
報
告
書
に
よ
れ
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表7 ダイムラー ･ベンツ社のサプライヤ数の変化 1950-1961年

取引額規模' 1950 1951 1952 1953 1954■ 1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961

1,000超 60 96 132 107 141 201 219 217 256 279 309

500-1,000 67 91 68 94 75 108 213 119 155 166 188

100-500 271 368 410 382 399 593 652 643 762 833 906

50-100 251 324 328 292 361 488 525 508 536 620 652

20-50 523 623 644 667 741 845 859 873 937 1.078 1,140

20以下 ll.46311,56211,807 11,72012,13912 ,26012,56012,28012.74213.39513.363

注) '単位 1.000DMo
出所) DaiTTllcr-Benz AG, Volkswirtschaftliche Abteilung. Das VerhaELm's dos GroLSbeLriebes ZZI Sei77eH

miEteLsLdlZdischellZltEfefeTem,Stuttgal･t1959;DjesHDasGl･OLilけtLe川ehnzenlEfZddel･ind7LSLricLLeMiEEelsLa7Zd.
Stuttgart1962より作成o

ば
'

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
内
製
か
ら
外
注
化
さ
れ
た
部
品
は
バ
ン
パ
ー
､

ハ
ン
ド
ル
レ
バ
ー
､
ブ
レ
ー
キ
シ
ュ
ー
､
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
等

1
､
〇

〇
〇
点
に
及
び
､
内
製
化
さ
れ
た
部
品
点
数
の
十
倍
に
上
る
が
'
外
注
化

(
38
)

の
主
な
理
由
は
社
内
の
生
産
能
力
の
限
界
と
費
用
削
蘭
で
あ
っ
た

.

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
外
注
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
､
部
品
メ
ー
カ
ー
が
必

要
な
生
産
能
力
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
'
十
分
に
早
い
時
期

(九
カ
月
か

ら

一
年
前
に
)
生
産
規
模
の
拡
張
計
画
に
つ
い
て
部
品
メ
ー
カ
ー
と
話
し

合
い
､
需
要
の
見
込
み
を
内
示
し
て
'
そ
れ
に
見
合
う
生
産
設
備
の
増
強

(39)

を
部
品
メ
ー
カ
ー
に
要
請
し
た

｡

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
は
変
速
機

の
供
給
と
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
に
関
す
る
Z
F

(ツ
ァ
ー
ン
ラ
ー
ト
フ
ァ
ブ

リ
-
ク

･
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ハ
ー
フ
エ
ン
)
社
と
の
契
約
に
お
い
て
､

一

年
半
分
七
あ
た
る
最
小

(保
証
)
発
注
量
を
量
産
開
始
の
九
カ
月
前
に
内

示
し
､
ま
た
設
備
投
資
の
た
め
に

一
〇
〇
万
マ
ル
ク
以
内
の
融
資
を
提
案

(40
)

し
て
い
る
｡
ま
た
ク
ラ
ッ
チ
装
置
の
排
他
的
供
給
に
関
す
る
フ
ィ
ヒ
テ

ル
&
ザ
ッ
ク
ス
社
と
の
契
約
交
渉
で
も
､
量
産
開
始
の
九
カ
月
以
上
前
に

最
小

一
年
半
に
わ
た
る
月
産
見
通
し
が
提
示
さ
れ
'
価
格
設
定
に
お
い
て

(41
)

設
備
投
資
の
償
却
を
考
慮
す
る
こ
と
が
取
-
決
め
ら
れ
た
｡
こ
の
よ
う

に

〓
疋
期
間
に
わ
た
る
生
産
能
力
の
確
保

･
増
強
を
部
品
メ
ー
カ
ー
に
要

請
す
る
以
上
､
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
長
期
的
な
取
引
関
係
に
コ
ミ
ッ
ト
せ

ざ
る
を
え
な
い
｡

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
設
備
投
資
を
伴
う
生
産

能
力
の
増
強
を
要
請
し
た
こ
と
は
'
部
品
メ
ー
カ
ー
側
の
資
料
に
も
表
れ

て
い
る
｡
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
車
輪
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ク
ロ
ー
ン
プ
リ
ン
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ツ
社
は
､

1
九
五
〇
年
代
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
要
請
に
対
し
て
生
産

能
力
の
拡
張
を
続
け
て
き
た
が
､

一
九
六
二
年
に
は
さ
ら
な
る
設
備
投
資

に
対
し
て
親
会
社

(鉄
鋼
の
マ
ン
ネ
ス
マ
シ

･
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
)
に

一
層

(
42)

の
理
解
を
求
め
る
こ
と
に
な

っ
た

｡

｢
一
番
心
配
な
の
は
､
投
資
問
題
で
す
｡

一.九
六
二
年
に
必
要
な

投
資
の
見
積
額
は

1
､
六
〇
〇
万
マ
ル
ク
で
す
が
'
認
可
さ
れ
た
の

は
今
の
と
こ
ろ

1
､

〇
〇
〇
万
に
す
ぎ
ま
せ
ん
｡
当
社
は
蕩
合
に
よ

っ
て
は

一
､
三

〇
〇
万
で
何
と
か
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
が
｡

コ
ス
ト
競
争
に
生
き
残
り
､
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
取
引
を
う
ち
切

＼

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
'
こ
の
投
資
額
で
､
車
輪
の
生
産

を
何
と
し
て
も
日
産

二
二
､

0
0
0
か
ら

一
八
､

0
0
0
ま
で
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
｡
例
え
ば
､
オ
ペ
ル
が
今
立
ち
上
げ

て
い
る
ボ
ツ
フ
ム
工
場
は
当
社
の
車
輪
を
購
入
す
る
予
定
で
す
が
､

ヽ

当
社
が
要
求
に
応
え
ら
れ
な
け
れ
ば
'
自
動
車
工
場
は
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン
の
よ
う
に
車
輪
の
内
製
を
望
む
で
し
ょ
う
｡
｣

と
こ
ろ
で
､
戦
後
の
数
年
間
､
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
部
品
の
品

質
と
納
期
の
問
題
は
大
き
な
悩
み
の
種
で
あ

っ
た
｡

D
B
社
の
資
料
に
残

さ
れ
て
い
る
限
り
で
も
､

一
九
四
九
年
か
ら

一
九
五

一＼年
に
か
け
て
'
ボ

ッ
シ
ュ
､
テ
-
フ
ェ
ス
､
ゲ
ッ
ツ
エ
､
オ
イ
ゲ
ン

･
ク
ラ
イ
ン
､
z
F
､

フ
ロ
イ
デ
ン
ベ
ル
ク
と
い
っ
た

一
流
の
専
門
部
品
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
重

(43
)

大
な
品
質
不
良
が
続
出
し
た
｡
特
に
全
国
的
な
原
材
料
不
足
が
頂
点
に

達
し
た

一
九
五

一
年
頃
に
は
納
入
遅
延
と
品
質
不
良
が
常
態
化
L
t
生
産

計
画
部
の
資
料
に
よ
れ
ば
､

一
九
五

一
年
五
月

一
六
日
か
ら

二

一月

一
〇

日
ま
で

た
の
で
あ(の
る 空間
o ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
部
品
の
不
足
と
欠
陥
が
発
見
さ
れ

1
流
メ
ー
カ
ー
で
も
深
刻
な
品
質

･
納
期
問
題
が
生
じ
た
の
は
､

1
般

(45
)

に
良
質
な
原
材
料
の
調
達
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
と

､

需
要
の
急
増
に

生
産
能
力
の
増
強
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

実
際
､

D
B
社
で
内
製
さ
れ
て
い
る
部
品
に
つ
い
て
も
納
入
遅
延
が
多
発

(46)

し
て
い
る
｡
既
に
見
た
よ
う
に
'

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三

〇
年
代
に
か

け
て
も
部
品
の
納
期

･
品
質
問
題
が
額
発
し
た
が
､
当
時
は
主
な
対
処
方

法
と
し
て
内
製
化
ま
た
は
取
引
先
の
変
更
が
選
択
さ
れ
た
｡
と
こ
ろ
が

一

九
五
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
､
自
動
車
需
要
の
急
増
の
た
め
自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
も
代
替
的
な
取
引
先
で
も
生
産
能
力
の
余
剰
が
な
-
な
-
､
早
急

か
つ
全
面
的
な
内
製
化
や
取
引
先
の
変
更
は
ほ
ぼ
不
可
能
に
な

っ
た
｡
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
代
わ
り
に
選
ん
だ
道
は
､
(
一
)
部
品
の
二
社
併
注
を

進
め
る
こ
と
と
､
(二
)
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
管
理

･
指
導
､
お
よ

び
部
品
メ
ー
カ
ー
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
は

戟
時
統
制
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
と
同
じ
方
向
で
あ
る
｡

以
下
に
引
用
す
る
資
料
は
'
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

一
九
五
〇
年
代
に
部

品
の
併
注
を
進
め
た
こ
と
と
そ
の
主
な
理
由
を
明
記
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､

フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ

ン
社

の
購
買
担
当
取
締
役

バ
ウ

ル
ゼ

ン

(∫.

pau-sen)
が

一
九
五
七
年
八
月
に
鍛
造
業
者
と
の
取
引
に
関
し
て
社
長

(47
)

ノ
ル
.ト
ホ
フ

(H
.
N
o
rd
ho
ff)
宛
て
に
書
い
た
書
簡
の

一
部
で
あ
る
｡

｢我
が
社
の
生
産
舌町
の
継
続
的
な
増
加
に
よ
っ
て
'
鍛
造
業
者
は

既
に
実
現
し
た
合
理
化
を
超
え
て
さ
ら
に
多
額
の
投
資
を
行
う
こ
と
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を
余
儀
な
-
さ
れ
ま
し
た
｡
-
-
生
産
能
力
と
合
理
化
努
力
の
限
界

に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
'
彼
ら
は
私
た
ち
に
取
引
先
を
も
う

一
社

加
え
る
よ
う
求
め
ま
し
た
｡
私
た
ち
は
遅
か
れ
早
か
れ
､
二
社
に
併

注
す
る
と
い
う
考
え
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
｡

二
社
併
注
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
理
由
は
'
部
品
供
給
の
確
実

性
の
問
題
で
す
｡
我
が
社
の
よ
う
に
生
産
が

一
貫
し
て
急
増
し
て
い

る
状
況
で
は
'
部
品
ご
と
に

一
社
と
だ
け
取
引
す
る
こ
と
は
も
は
や

許
さ
れ
ま
せ
ん
｡
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
､
可
能
な
限
り

(最
初

は
比
較
的
少
な
い
発
注
量
で
)
併
注
先
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
｡
私
た
ち
は
併
注
方
式
を
鍛
造
品
だ
け
で
な
-
'
他
の
す
べ
て
の

部
品
に
つ
い
て
導
入
し
ま
し
た
｡
特
許
に
よ
る
保
護
の
た
め
に
こ
の

方
法
が
導
入
で
き
な
い
品
目

(油
圧
ブ
レ
ー
キ
'
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー

等
)
と
'
国
内
に
競
争
相
手
の
い
な
い
メ
ー
カ
ー

(電
装
品
の
ボ
ッ

シ
ュ
社
等
)
だ
け
が
例
外
で
す
｡
-
-
我
が
社
の
自
動
車
の
生
産
台

数
の
多
い
こ
と
が
､
価
格
の
点
で
も
品
質
の
点
で
も
fJ
の
よ
う
な
方

式
を
支
持
す
る
基
盤
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
そ
う
い
う
わ
け
で
､
我
が

社
は
数
年
前
か
ら
量
産
車
種
に
つ
い
て
部
品
の
併
注
先
を
探
し
､
ま

た
そ
れ
を
見
つ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
｡
(中
略
)

発
注
の

一
部
を
併
注
先
に
移
す
場
合
に
は
必
ず
'
我
が
社
が
与
え

た
発
注
見
込
み
を
信
頼
し
て
投
資
さ
れ
た
既
存
の
設
備
が
完
全
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
｡
併
注
先
の
企
業
は
少
量
の
受
注
か

ら
始
め
'

一
般
的
に
は
需
要
全
体
の
せ
い
ぜ
い
二
〇
%
か
ら
二
五
%

を
剖
-
当
て
ら
れ
る
だ
け
で
'
我
が
社
の
生
産
の
増
加
分
を
担
当
す

る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
｡
｣

バ
ウ
ル
ゼ
ン
は
さ
ら
に
､
併
注
化
に
は
単
独
納
入
業
者
の
交
渉
力
を
弱

め
る
目
的
も
あ
る
こ
と
､
併
注
方
式
が
主
と
し
て
生
産
量
の
多
い
乗
用
車

に
導
入
さ
れ
'
商
用
車
に
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
'
ま
た
こ
れ
ま
で

の
長
年
の
経
験
か
ら
､
部
品
の
品
質
'
価
格
､
納
期
に
関
し
て
併
注
方
式

の
導
入
が
正
し
い
選
択
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
｡
注
目

さ
れ
る
の
は
､
併
注
方
式
が
鍛
造
品
だ
け
で
な
-
､
可
能
な
限
り
す
べ
て

の
部
品
に
つ
い
て
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

D
B
社
で

一
九
五
〇
年
代
に
部
品
の
併
注
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
直
接
に

示
す
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
｡
し
か
し
､
あ
る
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
製

造
企
業
の
資
料
か
ら
､

一
九
五
〇
年
代
に
併
注
方
式
が
ド
イ
ツ
自
動
車

(48)

メ
ー
カ
ー
に

一
般
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る

｡

部
品
の
納
期

･
品
質
問
題
に
直
面
し
て
D
B
社
が
講
じ
た
も
う
ひ
と
つ

の
対
策
は
､
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
管
理

･
指
導
､
お
よ
び
部
品
メ
ー

カ
ー
と
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
｡

一
九
五
六
年
の
報
告

に
よ
れ
ば
､
購
買
担
当
者
に
は
､
納
期
の
信
頼
性
'
不
良
率
の
高
さ
､
取

引
関
係
の
全
体
的
な
評
価
な
ど
､
仕
入
先
の
評
価
デ
ー
タ
を
関
連
部
署
か

ら
集
め
る

一
方
で
､
仕
入
先
を
訪
問
し
て
経
営
状
況
を
自
ら
確
認
し
､
財

務
状
況
を
把
接
し
､
ま
た
特
に
高
額
で
重
要
な
部
品
に
つ
い
て
は
設
計
と

製
造
を
検
査
し
'
原
価
計
算
を
独
自
に
行
う
な
ど
'
仕
入
先
を
恒
常
的
に

(49
)

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
｡
さ
ら
に

一
九
六
二
年

の
報
告
に
よ
れ
ば
'
購
買
担
当
者
に
は
仕
入
先
に
対
し
て
D
B
社
の
事
業

計
画
を
常
時
連
絡
し
､
仕
入
先
と
D
B
社
の
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
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め
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
､

一
九
五

〇
年
代
半
ば
以
降
の
D
B
社
は
'

部
品
メ
ー
カ
ー
と
の
緊
密
な
情
報
交
換
を
購
買
管
理
の
基
本
方
針
に
し
て

い
た
｡
一
方
､
部
品
メ
ー
カ
ー
の
D
B
社

へ
の
依
存
度

(売
上
に
占
め
る
割

令
)
は
､
内
部
調
査
に
よ
れ
ば
'

1
九
五
四
年
か
ら

1
九
五
九
年
の
間
に

(50
)

平
均

で
七

･
五
%
か
ら

二

一
･
五
%

へ
上
昇
し
た

｡

そ
れ
で
も
部
品

メ
ー
カ
ー
の
依
存
度
は
低
-
'
取
引
は
分
散
し
て
い
る
｡
多
く
の
部
品

メ
I
オ
ー
は
､
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
注
文
が
急
増
す
る
中
で
､
特
定

(
51)

企
業

へ
の
依
存
を
回
避
し
て
取
引
の
分
散
化
に
努
め
た
の
で
あ
る

｡

こ

れ
が
可
能
で
あ

っ
た
の
は
､
当
時
の
部
品
市
場
が
需
要
の
急
増
の
下
で
売

手
市
場
で
あ

っ
た
こ
と
と
､
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
数
が
比
較
的
多
く
部
品

メ
ー
カ
ー
の
製
品
多
角
化
も
進
ん
で
い
て
､
顧
客
の
範
国
が
広
か

っ
た
と

(
52
)

い
う
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

｡

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は

一
九
六

〇
年
に
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
発
注
契

(53
)

約
の
期
間
を

一
斉
に
半
年
間
か
ら

1
年
間
に
延
長
し
た

.

こ
れ
は
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
は
'
何
よ
り
も
部
品
の
供
給
を
長
期
的
に
確
保
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
､
部
品
メ
ー
カ
ー
に
も
需
要
の
安
定
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ

っ
た
o

D
B
社
は

1
九
六

〇
年
代
初
め
に
は
大
部
分
の

(54
)

部
品

メ
ー
カ
ー
と
安
定
的
な
取
引
関
係
を
持
ち

､

部
品

の

｢共
同
設

計
｣
を
行

っ
て
い
た
｡
部
品
メ
ー
カ
ー
の
八
割
近
-
は

D
B
社
の
設
計
に

基
づ
い
て
部
品
を
製
造
す
る
の
だ
が

(貸
与
図
方
式
)
､
彼
ら
は
多
-
の

場
合

｢
こ
れ
ま
で
の
生
産
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
取

(
55
)

り
入
れ
､

D
B
社
の
図
面
通
り
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

｣
の

で
あ
る
｡
な
お
t

D
B
社
の
見
解
と
し
て
は
､
取
引
先
の
変
更
に
は
'
そ

れ
が
貸
与
図
メ
ー
カ
ー
で
あ

っ
て
も
､
設
備

･
機
械

･
金
型
等
の
事
情
の

(56
)

た
め
､
少
な
-
て
も

一
～
二
年
は
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
上
記
の
よ
う
な
購
買
管
理
業
務
の
量
的

･
質
的
な
拡
大
に
､

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
だ
ろ
う
か
｡

D
B
社
は

一

九
四
八
年
に
'
そ
れ
ま
で
オ
ペ
ル
社
で
長
期
に
わ
た

っ
て
購
買
を
担
当
し

て
い
た
ヤ
ー
コ
プ

(〇
.
Jaco
b
)
を
購
買
担
当
取
締
役
に
迎
え
入
れ
た
｡

彼
は

一
九
七
四
年
ま
で
在
任
L
t
購
買
管
理
業
務
に
関
す
る
多
数
の
要

綱

･
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
､
そ
れ
に
付
随
す
る
書
式
を
整
備
し
て
業
務
の
体
系

(
57)

化
と
効
率
化
を
進
め
た

｡

購
買
管
理
業
務
の
効
率
化
は
'

一
九
六

〇
年
代
初
期
の
ガ
ツ
ゲ
ナ
ウ
工

場
購
買
部
の
人
貞
構
成
に
現
れ
て
い
る
｡
購
買
部
に
所
属
す
る
二
六
八
名

の
う

ち
､
仕

入
先

と

の
取
引
交

渉
と
契

約
を
担

当

す

る
購

入
課

(

Einkau
f)
に
二
六
名
､
契
約
後
の
定
期
発
注
業
務
を
担
当
す
る
調
達
課

(
B

eschaff亡
n
g
)
に
七
四
名
､
納
入
後
の
在
庫
管
理
を
担
当
す
る
管
理
課

(
く
e
r
w
a

-もung)
に

一
六
六
名
の
人
員
が
い
た
｡
管
理
課
貝
の
ほ
と
ん
ど

は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
で
あ
る
｡
購
入
課
の
二
六
名
の
う
ち
部
品
を
含
む
生
産

資
材
の
仕
入
を
担
当
す
る
の
は
六
名
の
女
性
秘
書
を
含
む

一
五
名
で
あ

っ

た
の
で
､
わ
ず
か
九
名
の
職
員
が
二
五
､

〇
〇
〇
点
以
上
の
部
品

･
資
材

の
取
引
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
こ
i
J
に
な
る
｡
そ
れ
が
可
能
で
あ

っ
た
の

は
､
購
買
管
理
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
'
設
計
や
生
産
管
理
な
ど
関
連

(58
)

部
署
と
の
業
務
の
分
担

･
連
携
の
他
に
､
取
引
関
係
の
安
定
に
よ

っ
て

業
務
が
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
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文

以
上
の
よ
う
に
､

一
九
五
〇
年
代
以
降
､
本
格
的
な
量
産
化
の
展
開
と

と
も
に
外
注
が
急
速
に
拡
大
し
'
良
質
な
部
品
の
供
給
を
安
定
的
に
確
保

論

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
に
な

っ
た
｡
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
取
引
先
に
多

額
の
設
備
投
資
を
要
求
し
､
そ
の
た
め
に
長
期
的
な
需
要
見
通
し
を
内
示

し
､
場
合
に
よ

っ
て
は
資
金
援
助
を
も
行

っ
た
｡
ま
た
部
品
の
安
定
供
給

確
保
の
た
め
に

1
九
五

〇
年
代
に
は
部
品
.の
併
注
が
普
及
し
､
部
品
メ
ー

カ
ー
と
の
共
同
設
計
な
ど
取
引
関
係
の
緊
密
化
も
進
展
し
た
｡
ま
た

一
九

六
〇
年
か
ら
は
契
約
期
間
が
長
期
化
L
t
安
定
的
な
取
引
関
係
が
定
着
し

た
｡
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
､
部
品
メ
ー
カ
ー
の
類
型
に
共
通
し
て
見
ら
れ

る
｡
部
品
メ
ー
カ
ー
に
多
大
な
投
資
と
生
産
能
力
の
確
保
を
求
め
る
以
上
､

取
引
の
急
な
変
更
は
困
難
で
あ
-
'
取
引
関
係
の
安
定
化
と
緊
密
化
は
必

然
的
な
帰
結
で
あ

っ
た
｡

五

考
察
と
む
す
び
-

戟
前
か
ら
戦
後

へ
の
連
続
性
と

非
連
続
性

以
上
の
よ
う
に
､

D
B
社
に
お
け
る
部
品
取
引
関
係
は
､
戦
前

(
一
九

二
〇
-
三

〇
年
代
)
か
ら
戦
後

(
一
九
五
〇
-
六
〇
年
代
)
に
か
け
て
､

競
合
企
業
の
な
い
専
門
部
品
メ
ー
カ
ー
以
外
の
仕
入
先
に
関
し
て
､

一
社

集
中
発
注
か
ら
併
注
方
式

へ
､
流
動
的
な
関
係
か
ら
協
力
的
な
長
期
安
定

取
引

へ
と
変
化
し
た
｡
資
料
の
制
約
の
た
め
明
言
で
き
な
い
が
'
こ
の
よ

う
な
変
化
が
他
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
も
起
き
た
可
能
性
は
高

い
と
思
わ

れ
る
｡
な
ぜ
な
ら
'
同
様
の
傾
向
は
戟
後
の
部
品
メ
ー
カ
ー
の
資
料
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
'
ま
た
主
要
部
品
メ
ー
カ
ー
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
同
時
に
取
-
引
き
し
て
い
る
状
況
で
､

D
B
社
だ
け
が
特

(59
)

別
な
取
引
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
考
え
に
-
い
か
ら
で
あ
る
｡

取
引
関
係
の
変
化
の
重
要
な
契
機
は
戦
時
期
の
経
済
統
制
に
見
ら
れ
､

そ
の
経
験
が
戦
後

へ
と
引
き
継
が
れ
た
可
能
性
は
あ
る
｡
戦
時
か
ら
戦
後

へ
の
展
開
の
中
で
は
'
①
人
材
'
②
製
品
､
③
技
術
'
④
生
産
者
に
関
す

る
連
続
性
が
注
目
さ
れ
る
｡
す
な
わ
ち
戦
時
経
済
期
に
外
注
や
生
産
管
理
､

経
済
統
制
に
お
い
て
実
務
の
中
核
を
担

っ
た
人
々
が
戦
後
も
高
度
成
長
期

(60
)

に
至
る
ま

で
活
躍
し
'
戦
時
経
済
下
で
中
止
さ
れ
た
乗
用
車

モ
デ
ル

()70V
)
が
戦
後
初
期
の
主
要
モ
デ
ル
に
な
-
､
大
量
生
産
に
向
け
て

の
技
術
的
な
基
盤
が
既
に
戦
前
に
確
立
し
て
お
-

(
コ
ン
ベ
ア
方
式
の
導

入
､
部
品
統

一
化
)
'
さ
ら
に
戦
前

･
戦
時
期

の
主
要
な
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
の
多
-
が
､
東
部
に
残
さ
れ
た
企
業
を
除
い
て
戦
後
も
そ
の
ま

ま
存
続
し
た
の
で
あ
る
｡

w
ell
hOne
r

(
1
9

9
6
)
は
､
ド
イ

ツ
に
お
け
る
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ

ム
の

本
格
的
な
展
開
が
戦
後
の
ブ

オ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
で
始
ま

っ
た
と
主
張

す
る
が
'
本
稿
で
注
目
し
た

D
B
社
の
事
例
は
'
戦
後
の
高
度
成
長
期
以

降
の
部
品
取
引
関
係
の
ひ
と

つ
の
原
型
が
戦
時
期
の
取
引
関
係
に
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
｡
部
品
調
達
の
統
制
や
経
営
陣
の
追
放
な
ど
戦
後
初

期
の
占
領
政
策
の
影
響
は
否
定
で
き
な
い
が
､
そ
れ
は
戦
時
期
の
経
験
を

(引
)

無
に
す
る
ほ
ど
の
力
を
持
た
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
か
し
､
よ
-
直
接
的
な
契
機
は
戦
後

一
〇
年
近
-
に
わ
た

っ
て
続

い

た
深
刻
な
資
材
不
足
及
び
部
品
メ
ー
カ
ー
の
納
期

･
品
質
問
題
と
､
需
要

の
急
激
な
増
加
で
あ
ろ
う
｡
部
品
の
併
注
が

一
般
化
し
た
主
な
理
由
は
､
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納
期
遅
延
問
題
に
直
面
し
て
安
定
的
な
供
給
を
確
保
す
る
必
要
が
高
ま

っ

た
こ
と
の
他
､
急
激
な
生
産
拡
大
に
伴

っ
て

1
社
で
す
べ
て
の
部
品
需
要

を
ま
か
な
う
の
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
､
部
品
メ
ー
カ
ー

に
多
大
な
投
資
と
生
産
能
力
の
確
保
を
求
め
る
以
上
'
取
引
の
急
な
変
更

が
困
難
に
な
り
､
取
引
関
係
が
安
定
し
'
そ
れ
に
伴

っ
て
技
術
面
で
の
協

力
も
進
展
し
た
｡
要
す
る
に
､
急
激
な
生
産
拡
大
に
効
率
的
に
対
応
す
る

(62
)

た
め
に
安
定
的
か
つ
緊
密
な
取
引
関
係
が
必
要
に
な
-
､
そ
の
さ
い
に

戦
時
統
制
下
の
経
験
が
新
た
な
取
引
関
係
の
形
成
を
支
え
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡

付

己一言p

本
稿
は
､
経
営
史
学
会
第
三
八
回
全
国
大
会

(二
〇
〇
二
年
九
月
､
国

学
院
大
学
)
に
お
け
る
パ
ネ
ル
報
告
論
文
を
加
筆

･
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
｡
そ
の
際
､
司
会

･
討
論
者
を
は
じ
め
､
多
-
の
方
々
か
ら
貴
重
な
コ

メ
ン
-
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
､
乾
く
感
謝
し
た
い
｡
パ
ネ
ル
の
共
同
報

告
者
の
植
田
浩
史

(大
阪
市
立
大
学
)
'
平
野
健

(中
央
大
学
)
両
氏
か

ら
は
､
研
究
会
を
通
じ
て
有
益
な
示
唆
と
知
的
刺
激
を
受
け
た
｡
ま
た
､

史
料
の
収
集
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
ド
イ
ツ
の
企
業
資
料
室

/

(D
a
im
ter
C

h

ry
s
ler

A

rch
iv
.

S
tiftu
n
g

A
u
t
o
M
u
se
u
m

V

o
tk
s
w
a
g
e
n
.

M

a
n
n
e
s
ヨ
a
n
n
I

A

rchiv
)
の
職
員
の
方
々
に
､
こ
の
場
を
借
-
て
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
｡

(-
)

同
量
博
之

｢部
品
取
引
に
お
.け
る
競
争
と
協
調
-
高
度
成
長
期
ド
イ
ツ
の

事
例
-
｣
'
『
l
橋
論
叢
』

一
二
〇
巻
六
号
､

一
九
九
八
年
､
六
三
1
人

一
貫
､

は
部
品
メ
ー
カ
ー
側
の
資
料
を
用
い
て
こ
の
テ
ー
マ
に
迫

っ
た
初
め
て
の
試

み
と
い
え
る
｡
こ
の
論
文
は
価
格
決
定
と
製
品
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
､

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
取
引
関
係
の
安
定
性
と
二
社
併
注
方
式
の
確
立
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
が
､
研
究
対
象
が
あ
る
特
定
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
取
引
､

し
か
も
部
品
メ
ー
カ
ー
二
社
に
よ
る
市
場
支
配

(複
占
)
と
い
う
や
や
特
殊

な
状
況
に
限
定
さ
れ
る
た
め
'
分
析
結
果
を
容
易
に

一
般
化
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
｡
ま
た
対
象
時
期
も
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
､
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
の
長
期
的
な
変
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
.
本
稿
は
主
に
自
動
車
メ
ー

カ
I
側
の
長
期
間
に
わ
た
る
資
料
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
､
同
室

(
1
九
九

八
)
の
こ
の
よ
う
な
制
約
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
指
す
O

(2
)

ド
イ
ツ
に
お
け
る
主
要
な
研
究
と
し
て
t

K
u
g
】e
r.
A

邑
a.べ
ond
e
r

W

erk
sta
tt

zu
m

F
〓
eLSb
a
n
d
.

E
tap
p
cn

d
c
r

fr
tL
h
en

A

u
to･

m
o
b
ilp
r
od
u
k
tion
i

n

D
eutsc
h
lan
d
,
in
:
Ge
s
c
h
ic
h
te

u
n

d
G
esells
ch
aft

)
3
,
)

9
87
.

S
.
3
0
4
･
3
3
9
;

B
b
n
ig
.
1
n
r
gen
,
D
ie

E
inf
2ih
ru
n
g

w
n

F
lie
B
ban
d
a
r
b
eiE
in
D
eu
ts
c
h
lan
d

h
i
s

1
9
3
3
,
B
d
.
1
K
a
p
.
6
.
M
tln
ste
r

1
9
9
3
:
B
rau
n
,
H
a
n
s･J
o
ac
h
im
.
A
u
tom
o
b
ilfe
rtig
un
g

in

D
c
u
tsc
h
lan
d

v
on
d
e
n

A
n
fa
ng
en
b
is
zu
d
e
n

v
ierziger
l
ah
r
cn
,
in
:

N
iem
an
n
＼

H
c
r
m
an
n

(H
r
s
g
.)
,
D
ie
E
n
tw
icklu
ng
d
e
r
M
o
to
ri
sienLn
g
im

D
eu
tsch
en

R
eic
h

u
n
d
d

e

n

N
a
chJo
Lg
estaa
ten
.
S
tu
ttg
a
rt

1
9
9
5
,
S
.

5
8
･6
8
･.

W
c)lhoner
l
V

o
tkcr.
W

e
lEJn
a
r
k
t

-
-LW
irts
c
h
af
ts
w
un
deyl
-
Westd
eu
t･

sc
h
e
r
F
o
rd
is
m
u
s.･
D
er
F
a
u

V
o
lk
s
w
ag
en
,
M
u
n
stc
r
1
9
9
6
;
F
itk
,
R
e
in
er.

V
on
F
o
rd

lem
enP

A
u
to
ln
O
b
ilb
a
u

u
n
d

M
o
to
ris
ier
u
ng
in
D
eu
tsch
la)id

b

is
]
9
3
3
.
K
o
ln
2
0
0
1

が
挙
げ
ら
れ
る
.

(3
)

ダ
イ
ム
ラ
ー
･
ベ
ン
ツ
社
に
つ
い
て
は

p
o
h
1.
H
an
s
u
.
a=
D
ie
D
aim
ler･

B
en
z
A
G
in
d
e
n
Ja
J
m

n
L
9
3
3

b
is
]
9
4
5
.
E
in
e
D
o
k
u
Jn
en
ta
tio
n
.
Z
eit･

sc
h
r
ift
ftAr
U
n
tc
rn
ch
m
e

n

sg
c

sc
h
icht
el
B
c
ih
e
ft
4
7
,
2
.
A
u
fla
g
e
,
S
tu
tt･
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論 文

g
a
l･t
1
9
8
7
;
t･tam
b
u
rgc
r
S
tiftu
n
g
ft.Lr
S
o
zia
tgcsch
ich
tc
d
cs
2
0
1
Jahl･
･

h
u
n
d
erts.

D
as

D
ai)n
Ler･B
enz

B
u
ck
.

E
in

R
ilsEu
ng
skonzem

i771

.T
au
sen
dja
h
rig
en
R
eich
',
N
o
L･d
lin
gc
n
1
9
8
7
L
R
o
th
,
K
.

H
.＼M
j
S
ch
m
id
,

D
ie
D
a
im
ler･B
enz
A
C
L
9
]
6I
]
9
4
8
I
Sch
LiLsseldo
k
u
)n
en
Le
zu
r
K
onzern
･

g
eschich
te,
N
o
rd
lin
gen
1
9
8
7
:
B
etIo
n
.
B
.
P
.,

M
eT･ced
es
in
P
eace
a71d

W
a)･.
G
er)n
an
A
u
to71W
bile
W
orkers
]
9
0
3
･1
9
4
5
.
N
ew

Y
o
rk

1
9
9
0
;

G
t･eg
o
r,
N
e
ir
S
tem
-
ミ
td
H
aken
krelトZ.
D
aim
ler･B
eJw
iJn
D
ritten
R
eich
l

Bcrlin
1
9
9
7
･.
西
牟
田
祐
二

『ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
自
動
車
工
業
』
､
有
斐

閣
､

一
九
九
九
年
t
が
あ
る
｡
戟
時
期
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
に
つ
い

て
は

S
ieg
fried
.
K
ta
u
s･Jo
rg
.
R
ilstlm
g
SP
rodu
kEion
u
n
d
Z
w
an
g
sa
rbeit
im

V
olksw
ag
e7W
erk
]
9
3
9
･
]
9
4
5
.
F
in
e
D
oku
m
en
Ea
tion
l
F
ra
n
k
fu
rt
am

M
a
in
1
9
8
7
;
M
om
m
sen
l
H
an
s＼G
ricgcrl
M
a
n
fred
.
D
as
V
olksw
ag
en
･

w
erk
u
n
d

seine
M
i(a
),beiter
im
D
ritten
R
eich
,
D
u
sseld
o
rf
1
9
9
6
､
戟
後

の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
に
つ
い
て
は

w
e〓
h
o
n
er
()
9
9
6
)､
オ
ペ
ル

社
に
つ
い
て
は

H
ey
t.
B
.＼A
.
N
cu
gcb
a
uc
r
(H
rsg
.)
,
".～.
Oh]w
R
ilcksich
E

auf

d
ie

V
erh
a
Ltn
isse".
O
peL
ZW
isch
en

W
elEw
irtsch
aftskrise

u
n
d

W
ied

eraufb
alL.F
ran
k
fu
rtam
M
a
in
1
9
9
7
;
N
elib
a,

Gun
te
r.
D
ie
O
J)el･

W
erke
i771
K
on
zern
yon
C
e]w
ra
lIM
oEors
(
]
9
2
9
･1
9
4
8)
in
R
d
sselsh
eiJn

lm
d
B
ra71d
en
bu
rg
.
F
ra
n
k
fu
rt
a
m
M
a
in
2
0
0
0
.を
参
照
｡

(4
)

K
u
n
z､
D
ie
tc
r,
D
ie
M
arkEsEellu
n
g
d
er
m
itteLstd･n
d
isch
en
Z
u
Liefe7･be･

triebe.
S
tu
ttg
a
rt1
9
7
2
(S
.63)に
よ
れ
ば
'
機
械
金
属
分
野
の
下
請
中
小

企
業
の
約
六
割
が

一
一
年
以
上
'
約
三
割
が
二

一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
最
大

取
引
先
と
の
取
引
関
係
を
継
続
し
て
い
た
｡
ま
た

H
u
tzetL
.

W
..
Jn
terI

dePen
de712en

ZW
isclw
n

I(Lein
･u
n
d

G
T･oB
j
i)･)
neJtl
T
n
b
in
gen

1
9
8
)

(S
.9
9
･
L
0
)
)
に
よ
れ
ば
'
調
査
対
象
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
ほ
と
ん

ど
で
最
大
取
引
先
へ
の
売
上
の
割
合
が
二
五
%
以
下
'
上
位
三
位
ま
で
の
取

引
先

へ
の
合
計
売
上
割
合
は
五
〇
%
以
下
で
あ

っ
た
｡
な
お
､
同
室
博
之

｢西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
下
請
取
引
-
力
関
係
と
そ
の
規
定
要
因
-
｣
『
一
橋
論

叢
』

1
0
0
巻
六
号
､

1
九
八
八
年

(
1
二
四
-
1
四
五
頁
)
は
t

l
九
七

〇
年
以
降
の
各
種
実
態
調
査
の
結
果
を
整
理
し
て
'
部
品
取
引
関
係
の
特
徴

と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
｡
市
場
構
造
の
視
点
か
ら
ド
イ
ツ
型

の
部
品
取
引
関
係
の
形
成
要
因
を
分
析
す
る
の
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
､

そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
-
た
い
｡

(5
)

1
九
二
〇
年
代
か
ら

1
九
六

〇
年
代
ま
で
存
続
し
た
ド
イ
ツ
の
乗
用
車

メ
ー
カ
I
は
D
B
､
オ
ペ
ル
､
ア
ウ
デ
ィ

(ア
ウ
ト

･
ウ
ニ
オ
ン
)
t
B
M

W
の
四
社
で
あ
る
が
､
そ
の
中
で
D
B
社
は
乗
用
車
販
売
台
数
で
見
て

1
九

三
〇
年
代
に
も

1
九
五
〇
年
代
に
も
第
三
位
な
い
し
第
四
位
の
メ
ー
カ
ー
で

あ

っ
た
｡
D
B
社
は
中
型
か
ら
大
型
の
高
級
車
を
主
と
し
て
製
造
し
て
い
た

と
い
う
点
で
､
量
産
型
小
型
車
を
中
心
と
す
る
オ
ペ
ル
社
や
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン
社
と
は
異
な
る
企
業
特
性
を
持
つ
が
､
こ
の
よ
う
な
企
業
特
性
の

違
い
に
つ
い
て
は
ま
た
後
で
議
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

(6
)

ド
イ
ツ
の
新
車
登
録

(乗
用
車
)
に
占
め
る
外
国
車
の
比
率
は
､

一
九
二

三
年
に
は
五
%
未
満
だ
っ
た
の
が
､

一
九
二
四
年
に

一
二
%
'

一
九
二
六
年

に
二
五
%
と
急
増
し
､
ピ
ー
ク
の

一
九
二
九
年
に
は
三
八
%
を
超
え
た
｡

F
itk
(2
0
0
1
)
.
S
.
1
7
6
.
T
a
b
.L
L
参
照
｡

(7
)

オ
ペ
ル
社
に
お
け
る
製
造
技
術
の
展
開
に
つ
い
て
は
t
K
ugl

er
()
9
8
7
)
.

B
o
n
ig
(1
9
9
3
)
B
d
.
i
.
S
.
4
4
0
ff..
F
ilk
(2
0
0
1
)
.
S
.
1
4
6
ff.を
参
照
｡
量

産
体
制
に
転
換
し
た
結
果
､

1
九
二
E
l年
に
オ
ペ
ル
社
の

1
日
当
た
り
乗
用

車
生
産
台
数
は
約
二
〇
台
と
な
っ
た
が
､
こ
れ
は
当
時
の
自
動
車
産
業
平
均

二

台
未
満
)
や
ダ
イ
ム
ラ
ー
社

(四

･
四
台
)

･
ベ
ン
ツ
社

(五

二
二

台
)
の
数
値
と
比
較
す
る
と
非
常
に
高

い
数
値
で
あ
る

(F
ilk
2
0
0
1
.

S
.1
6
0
)

o

(8
)

流
れ
作
業
や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
は
生
産
工
程
に
徐
々
に
導
入
さ
れ
る
の

が
通
常
で
あ
る
｡
D
B
社
で
コ
ン
ベ
ヤ
が
最
初
に
導
入
さ
れ
た
の
は

一
九
二

七
年

(ジ
ン
デ
ル
フ
ィ
ン
ゲ
ン

S
iコ
d
e-fiコge
コ
工
場
に
お
け
る
ボ
デ
ィ
ー

製
造
)
で
あ
る
が
､
シ
ャ
シ
I
製
造
に
使
用
さ
れ
た
め
は

1
九
三
〇
年
代
半
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ば
以
降
の
こ
と
で
あ
る
o
F
ill(
(2
0
0
こ

.
S
.2
2
7
･
2
2
&

(9
)

K
ru
k
.
M
.

＼G
.
L
ing
n
a
u
,]

0
0
Ja
Jm

D
aim
Ler･B
eJw
A
G
.
B
d
.L
r
D
as
U
n
･

tem
eh
m
en
.
M
ain
z
1
9
8
6
.
S
.
i
l
o
.
な
お
'
キ
ッ
セ
ル
は
･一
九
二
五
年
八
月

以
来
､
購
買
部
門
を
担
当
し
て
い
た
｡

(
1
)

D
B
A
B
estan
d
K
issct
i
.2
.
P
roEokoll
d
er
S
iEzu
)馬

d
es
V
erw
a
ltu
n
g
s･

au
sschu
sses
vo)n
]
8
11
0
.]
9
2
6
in
B
erlin
.

(11
)

D
B
A
B
esta
n
d
K
isscl
1
.2
1･
2
2
.
N
ied
ersch
rift
iiber
d
ie
B
esp
rech
u
na

d
es
M
a
teria
lstan
des
aJn
2
7.4
.2
7.
in
G
ag
g
eJw
u
J
P
rotokoll
N
r.
]
6
5
iLber

d
l.e
A
u
ssp
rach
e
am
]
6
.M
ai
1
9
2
7
in
C
ag
g
eJw
u
,･
P
rotokoIL
N
r.
]
6
9
d
er

B
esj)rech
u
ng
aJn
2
2
.Ju
Li
j
9
2
7
in
G
ag
g
e7W
u[

B
estan
d
K
isset
3
.6
,

F
orEseEzu
n
g
dos
P
roEokoLIs
1.Lber
d
ie
aJn
]
O
IA
J)ril
]
9
2
8
in
G
ag
g
eJw
u

sta
EEg
ef
un
d
en
e
B
esp,7･eClu
Lng
･

(12
)

本
稿
で
は
浅
沼
寓
里

『日
本
の
企
業
組
織

革
新
的
適
応
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
』
(東
洋
経
済
新
報
社
､

一
九
九
七
年
)
第
五
章

･
第
六
章
の
議
論
に
倣

っ
て
､
サ
プ
ラ
イ
ヤ
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
作
成
し
た
設
計
図
や
見
本
､
明

細
書
等
に
従
っ
て
部
品
を
製
造
す
る
場
合
を

｢貸
与
図
｣
方
式
'
サ
プ
ラ
イ

ヤ
が
開
発

･
設
計
の
中
核
的
作
業
を
担
当
す
る
場
合
を

｢承
認
図
｣
方
式
と

呼
ぶ
｡
当
時
ど
ち
ら
の
方
式
が
優
勢
で
あ
っ
た
か
を
直
接
に
示
す
資
料
は
な

い
が
､
後
の
時
代
の
資
料
か
ら
､
こ
の
時
期
に
は
市
販
品
を
除
-
ほ
と
ん
ど

の
部
品
が

｢貸
与
図
｣
方
式
で
製
造
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
｡
な
お
､

久
保
田
英
男

｢西
独
に
お
け
る
輸
出
関
連
中
小
下
請
企
業
の
実
態
調
査
Ⅰ
'

Ⅱ
｣
『九
州
産
業
大
学
産
業
経
営
研
究
所
報
』

一
六
号

(
一
九
八
三
年
)
､
九

八
頁
に
よ
れ
ば
､

1
九
八
二
年
頃
の
ド
イ
ツ
で
は
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
I
の

約
四
割
が
取
引
先
の
指
図
に
従
っ
て

(貸
与
図
方
式
)
生
産
を
行
っ
て
い
た
｡

(13
こ

D
B
A

B
esta
n
d

K
isse
L

3
.6
,
y
on

au
sw
arts
bezog
en
e
F
erEig
teile

(0
7.0
1
.1
9
3
0
)
.

(E
)

D
B
A
B
cstan
dr
K
issel
L
15
.
B
erich
t
u
ber
S
itZu
ng
aJn
]
O
.1
0
.3
0
in

G
ag
g
en
au
.
こ
の
会
議
で
は
さ
ら
に
､
鍛
造
品
メ
ー
カ
I
が
安
-
て
粗
悪
な

素
材
を
使
用
し
'
仕
事
が
粗
雑
で
あ
る
な
ど
､
外
注
先
に
対
す
る
購
買
本
部

の
強
い
不
信
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
｡

(
E3
)

D
B
A

B
esta
n
d
K
isse
t

3
.6
,
B
rief
w
n
D
iy.
K
isseL
an
D
exh
eim
er,

E
in
kauf.
am
2
0
L
O
.3
0
.

(S
)

不
況
期
に
は
生
産
額
が
減
少
す
る
の
で
､
原
材
料
費
が

〓
疋
で
あ
れ
ば
付

加
価
値
率
が
低
下
し
､
外
注
率
は
む
し
ろ
上
昇
す
る
｡
従
っ
て
､
外
注
率
の

低
下
は
'
生
産
額
の
減
少
以
上
に
原
材
料
費
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
｡

(
17
)

変
動
係
数
は
標
準
偏
差
を
平
均
値
で
除
し
た
も
の
で
あ
り
､
変
動
の
大
き

さ
を
示
す
｡

(
18
)

｢
四
力
年
計
画
｣
と
車
種

の
削
減
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は

G
rego
r

()
9
9
7
)
S
.
6
9
･
7
8
に
基
づ
-
O

(1
)

部
品
統

一
化
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
､

D
B
A
B
estan
d
K
isse1
9
.3
1

(w
ig
rE
fa)
に
基
づ
-
0

(20
)

D
B
A

B
estan
d

K
isse1
9
.3
1
,
A

kl.e7m
Otiz

yon

D
iy.
S
ailor
am

4
.1
0
.]
9
4
0
ilber
d
l.e
V
erein
h
eitlich
u
ng
.

(a
)

1
九
四
〇
年
六
月
時
点
で
の
社
内
の
合
意
と
し
て
は
､
｢戦
争
終
結
後
'ノ

170V
モ
デ
ル
の
乗
用
車
･･･-
は
'
部
品
統

一
化
規
定
を
遵
守
し
て
製
造
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｣
と
さ
れ
た
｡

D
B
A
B
estan
d
K
isse1
9
.3
1
,

V
erein
h
eiElich
u
ng

'ryp
]
70
V
P
kw

u
n
d
]
7
0
V
1(u
ebelsitzw
ag
en
v,

]
4
.0
6
.1
9
4
0.

(乃
こ

K
ru
k
JL
in
g
n
a
u
t
9
8
6
,
S
.
3
3
2
.

(E3
)

航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
リ
ン
グ
は
軍
需
品
の
資
材

･
部
品
の
生
産
統
制

組
織
の
ひ
と
つ
と
し
て
一
九
四

一
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
が
'
製
造
リ
ン
グ

が
制
度
的
に
確
立
す
る
の
は

一
九
四
二
年
四
月
以
降
で
あ
る
｡
製
造
リ
ン
グ

に
関
す
る
詳
細
は
t

p
esch
,
M
a
rtin
.
S
Eru
ktu
r
u
n
d
F
u
nhtion
sw
eise
d
er

K
rieg
sw
irEsch
af
t
in
D
eu
tscJu
a74d
a
b
1
9
4
2
I
u
n
ter
beson
d
erer
B
er鼓
ck･

s
i
ch
Eig
u
n
g

d
es

org
a)mi
a
torisch
en

a
n
d

Produ
ktion
sw
i),tsch
aP
Lich
en

W
a71d
els
in
der
F
a
h
rzeu
g
in
d
u
strielK
o
ln
1
9
8
8
.
S
.
5
1
ff..
S
.)
0
4
ff.
を
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参
照
｡

文

(a
)
D
B
A
B
c
s
ta
n
d
六
issc
l
1
.1
5
.
P
roEokoll
d
er
V
orsta
n
d
ssitzu
n
g
in
U
,r

a
)n
3
〇
.6
./
1
.7
.4
2
.

論

(
cG
)

D
B
A

B
cs
ta
n
d
K

isse二
.3
3
,
A
kEeJm
oEiz
N
r1
2
7
]
O
beEreN
.
d
e,
B
et

sp
rech
u
n
g
in
U
n
EerEiirkh
ei)n
a
m

]
7
.6
.
4
1
(S
ch
)n
ied
ebcsP
yech
u
n
g
).
こ
の

会
合
は

D
B
本
社
で
行
わ
れ
'

D
E
W

(ド
イ
チ
エ
･
エ
ー
デ
ル
シ
ユ
タ
ー

ル
ヴ

エ
ル
ケ
)
社
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
の
主
要
な
鍛
造
品
メ
ー
カ
ー
七

社
の
代
表
者
七
名

(う
ち
≡
名
は
鍛
造
品
統
制
会
を
代
表
)
と
､

D
B
社
側

か
ら
技
術
担
当
取
締
役
ナ
リ
ン
ガ
-
以
下
幹
部

〓
二
名
が
参
加
し
た
｡

(
ES
)

D
B
A

B
c
s
ta
n
d

K
isscl
1
.)
4,
IP
r

otokoIL
d
er
V
ors
ta
n
d
ssitz
u
n
g

a
m

]
)
.1
2
.4
1
.

(
27
)

o
v
e
ry
.
R
.
J=

W
a
r
a
n
d
E
coJw
m
y
in

EJw

T
h
ird
R
eich
l
O
xf
o

rd

(c
la
rc
n
d
o
n
P
rc
ss
)
,
1
9
9
4
,
p
p
.
3
5
8
･
3
5
9
.

(
28
)

キ
ッ
セ
ル
社
長
は
､
航
空
機

エ
ン
ジ
ン
の
部
品
の
調
達
に
関
し
て
､
空
爆

の
危
険
を
理
由
に
仕
入
先
の
集
約
に
反
対
し
た
｡

D
B
A
B
cs
ta
n
d
K
issc
1

)
.1
4
.
P
rotokoIL
d
er
V
orsta
n
d
ssiEz
u
n
g
a
)n
i
l
.]
2
14
]
.

(
29
)

ウ
ン
ク
ー
ト
エ
ル
ク
ハ
イ
ム
工
場
は
七
〇
%
､
ガ
ッ
ゲ
ナ
ウ
工
場
は
八

〇
%
､
ジ
ン
デ
ル
フ
ィ
ン
ゲ
ン
工
場
は
八
五
%
ま
で
破
壊
さ
れ
た
が
､
マ
ン

ハ
イ

ム

工
場

の
被

害

は

二
〇
%

に
と

ど

ま

っ
た
｡

K
ru
F
＼
｢
iコ
gコau

()
98
6
)

.

S
.
)
5
9
.

(
30
)

こ
の
と
き

マ
ン
ハ
イ
ム
工
場
で
製
造
さ
れ
た
の
は
､

一
九
四
四
年
八
月
以

降
終
戦
ま
で
オ
ペ
ル
社
か
ら
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
三
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
で
あ
る
｡

(a
)

V
g
1.
H
ey
lJ
N
c
u
g
e
b
a
u
c
r
(H
rsg
.)
(
1
9
9
7
)
.
S
.
)
7
8
.

(
cqc.,
)

D
B
A

B
cs
ta
n
d
H
o
p
p
c
6
.
B
rieJ
von
H
a
sp
el
a
n
d
a
s
C
ou
eem
em
en
E

M
ilita
ire
d
u
W
ar
E
EeJn
berg
v
.
3
0
Ju
li

]9
4
5
.
D
B
社

の

｢西
側
｣
工
場

の
う
ち
'
ガ
ツ
ゲ
ナ
ウ
工
場
だ
け
が
フ
ラ
ン
ス
占
領
地
区
に
あ
り
'
他
地
区

の
部
品
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
の
み
な
ら
ず
'
ア
メ
リ
カ
占
領
地
区
に
あ
る

D

B
社
の
他
の
工
場
か
ら
の
部
品

･
資
材
供
給
に
も
支
障
が
生
じ
て
い
た
｡

(
翌

D
B
A

B
e
s
[a
n
d
H
o
p
p
e
5
.
R
ef)or=
o
th
e
A
ILied
E
xJM
d
itio7W
ry
F
orces

M
ilita
ry
C
ove),n
Jn
en
t
M

aJm
hei)n
v.
2
5
.7
4
5
J
R
eport
Eo
Eh
e
P
yod
u
cEion

C
on
Ero1
0
N
ice
D
a
i)n
ler･B
e7W
P
la
Ju
M
a41n
h
ei)n
v
.
2
0
.8
A
5
[
R
eporE
to
Eh
e

P
rod
u
ction

C
on
tro1

0
H
t'ce

D
a
i)n
ler･B
en
z

M
a
)m
h
eiJn

v
.

3
.9
.
4
5
J

R
eiseberich
t
1.1ber
d
ie
R
aise
d
es
H
erm

H
eLm
u
t
B
ecker
vonl
]
2
.9
.-

2
8
.9
.4
5
tJ.
2
.1
0
.4
5
.

(34
)

一
九
四
二
年
七
月
に
急
死
し
た
キ
ッ
セ
ル
の
後
任
に
選
ば
れ
た
ハ
ス
ペ
ル

は
､
当
時
の
取
締
役
の
中
で
た
だ

一
人
ナ
チ
党
員
で
は
な
か

っ
た
が
､
軍
需

生
産
に
関
す
る
統
制
組
織
の
責
任
者
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
追
放
の
対
象
に
な

っ
た
｡
代
わ
り
に
取
締
役
に
任
命
さ
れ
た
の
は
､

一
九
四
二
年
に
ナ
チ
党
の

圧
力
で
解
雇
さ
れ
た
前
取
締
役
の
ホ
ッ
ペ

(〇
.
H
o
ppe
)
で
あ
る
｡
な
お
､

こ
の
時
点
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ま
だ
取
締
役
に
な

っ
て
い
な
か

っ
た
｡

<
g
L

K
ru
k
J
L
in
g
n
a
u
(1
9
8
6
)
.
S
.
L
6
3
･
1
6
6
.

(35
)

購
買
担
当
取
締
役
の
ヤ
ー
コ
プ

(〇
二
aco
b
)
が
'

一
九
六
二
年
に

｢約

一
七
､

〇
〇
〇
社
あ
る
仕
入
先
の
中
で
三
､
五
〇
〇
社
が
当
社
の
生
産
と
非

常
に
緊
密
に
関
連
し
て
い
る
｣

(D
B
A
B
cs
ta
n
d
R
ed
c
n
Jaco
b
,
B
eisf)ieLe

erjoLg
reich
er

U
n
tern
eh
Jn
en
sP
La
n
u
n
g
.

R
ed
o

a
Jn

2
9
./
3

0.ll.1
9
6
2
.

S
.1
0
)
と
報
告
し
て
い
る
の
は
'
筆
者
の
概
算
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
｡

(
SS
)

D
a
im
le
r･B
e
n
z

A
G
.

V
o
llt
swirtsch
aftlic
h
e

A
b
te
ilu
n
g
〉

D
a
s

V
erlw
ltn
is
d
es
G
roB
betriebs
z
u
sei)w
n
)n
iEEelsEa
n
d
ische
n

Z
u
lieferern
l

S
tu
ttg
a
rt
1
9
5
9
.
S
.4
:
D
a
im
lc
t･･
B
cnz

A
G
I
D
a
s
C
roJ31m
tern
eJu
n
en
u
nd

d
er
in
d
u
strieLle
M
iEteLsEa
n
d
.
E
iJw

U
Jミ
e),su
ch
u
n
g
ilber
d
ie
klein
･
ミ
id

m
ittelbetriebh.ch
en
Z
u
lieferer
d
er
D
a
i)n
Ler･B
e)a
A
G
,
S
tu
ttg
a
-･t
1
9
6
2
.

S.9
.

(
37
)

D
B
A

B
estand
KI
C

.

M
E
lc
r,
E
in
k
a
u
f
(
Licferfirm
en)
lZ;
S
cJu
Jeiben

vom

D
ir.
D
r.
H
opJ)e
a
m
2
0
｣
2
.1
9
4
8
.
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
で
も
､

一
九
五
七
年
に
社
長
名
で
安
易
な
外
注
化
を
戒
め
る
通
達
が
取
締
役
に
対
し
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て
出
さ
れ

て
い
る
.

S
tiftun
g
A
u
toM
u
seunt
V
o
lk
sw
ag
en
l
B
estan
d

V
o
rs【an
d

E
in
k
au
fsleitun
g
.

H
.

N
ord
h
oN
.
A
uftrag
eJau
sw
artig
e

L
iejeraミ
en
(8.3
.1
9
5
7).

(
PS
)

R
eich.
W

ern
er.
B
ericJu
ilber
m
ein
e
U
n
tersu
cJw
ng
bei
d
er
D
aim
ler･

B
enz
A
C
iqn
R
a
h
nlen
ei
n
er
B
raJw
h
en
u
Jミ
eT,su
chu
ng
A
u
to)nobilin
du
･

strie.
m
im
eo.
(ca.
1
9
6
3
.
D
B
A
)
,
S
.1
3
3
.

(
g
;)

s
tiftu
n
g
A
亡
[OM
u
scu
m
,
V
.ニ〈sw
agen
.
B
estan
d
V
o
rstan
d
A
llg
em
ein
.

]n
terne
M
itEeilu
ng
von
P
au
lsen
an
N
ord
h
oN
vo)n
2
5
.3
.5
9
..に
.の
よ
う
な

契
約
の
原
型
は
'
戦
時
中
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
の
契
約
に
見
ら
れ
る
｡

同
社
が
戦
争
終
結
後
の
部
品
供
給

(緩
衝
器
)
に
関
し
て

一
九
四

一
年

一
〇

月
に
ボ
ー
ゲ
社
と
結
ん
だ
契
約
に
は
､
三
年
間
に
わ
た
る
月
平
均
の
発
注
見

込
み
量
が
内
示
さ
れ
'
｢今
の
時
点
で
既
に
発
注
契
約
を
結
ぶ
の
は
'
当
社

の
需
要
量
に
関
す
る
貴
社
の
生
産
能
力
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
り
'
貴
社
は

こ
れ
に
よ
っ
て
相
応
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
明
記
さ
れ
て
い

る
o

M
an
nesm
an
n
･A
rch
iv
.
M
1
7.7
7
6

(
B
oge
&
S
oh
n
).
L.ieferverErag

7niE
V
W
v.
1
5
.1
0
.]
9
4
].

(S
)

s
tiftu
n
g
A
u
toM
u
seu
m

V
o
≡(sw
agcn
.
B
estan
d

G
esch
aftslcitu
ng
l

K
orresJ)on
denz
D
r,
K
n
ott
(R
ech
tsa
bt.)
aぷ
N
ordJw
N
v.
5
.
Ju
Li
]
9
5
0
.
こ

の
文
書
は
'
契
約
の
最
終
案
を
社
長
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
融
資
は
有
担

保

･
有
利
子

(五
%
)
で
､
毎
月
の
購
入
単
価
か
ら
四
〇
マ
ル
ク
を
差
し
引

-
形
で
返
済
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
｡

(S
)

s
tiftun
g
A
u
to
M
u
seu
m

V
olk
sw
agen
.
B
estan
d

V
o
rstan
d

19
6

6
,

B
esp
rech
u
)w
sberich
t
v.
2
1
1]
0
16
6
beEy.
W
an
d
erer･S
ch
a
ltk
uj)I)lu
ng
.
フ
ィ

ヒ
テ
ル
&
ザ
ッ
ク
ス
社
は
こ
れ
に
対
し
て
､
内
製
化
し
な
い
保
証
と
設
備
投

資
額
の
一
部
前
払
い
を
要
望
し
た
｡

(g
)

M
an
n
esnlan
n
･A
rch
iv
,
M
L
9
.0
3
)

(K
l.On
P
t･in
z

S
chriftwech
sel).

A
ktennoEiZ
W
Jn
2
].0
3
16
2
beEr.
B
esP
rechu
ng
bei
K
ronp
rinZ
W
it
d
en

H
erren
D
7･.
A
lberE
u
n
d
C
oosens.
な
お
､
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
は

1

九
五
〇
年
代
未
に
車
強
を
内
製
化
す
る
に
あ
た
-
､
｢約
束
を
守
っ
て
｣
代

替
品

(鋼
管
)
を
発
注
し
た
と
い
う
｡

M
an
n
esm
an
n
-A
l･Ch
iv
.
M

19.0
3
)
,

Z
u
sa
tz
lich
e
B
em
erku
ng
en
zu
r
A
ujs
i
clu
sra
tsitzu
ng
a)n
2
7.O
kE.
1
9
5
9
.

(g
)

D
B
A
B
cstan
d
K
.C
.M
o
tler
.
E

in
k
au
f
(L
iefc
rfirm
en
)
(lH
F
a
hrzeu
g
･

teile
oh
Jw
TyJ)en
beZeiclm
u
ng
Z.

(3
)

D
B
A
B
estan
d
K
.C
.M
E
ler,
E
in
k
au
二
Ⅰ
4
.
A
ufsteLlu
ng
anfa
llen
d
er

M
ehJ･zeiten
uJeg
en
F
eh
Len
s
bzw
.
V
e7u
eltdu
ng
u
ng
eetg
n
eten
M
a
teria
ls.

こ
の
中
に
は
内
製
部
品
も
多
数
含
ま
れ
る
｡

(45
)

戦
後
ド
イ
ツ
で
は

一
九
五
二
年
頃
ま
で
鋼
材
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
原
料

の
不
足
が
著
し
-
､

1
九

五

一
年

に
そ

の
頂
点
を
迎
え
た
Q

v
g
l.

w
e
t
lhoner
(1996),S
.)6L
ff.

(S
)

D
B
A

B
estan
d
K
.C
.M
u
ller,
E
in
k
au
二

1
8
.
B
rief
von
der
W
erks･

leiEu
ng
S
in
delfing
en
an
D
ir.
M
m
Ler
v.
1
5
.&
]
9
5
]
J
K
orresPon
d
enZ

z

w
isch
en
B
etriebsdirektor
H
eLd
(S
in
delfing
en)
a
n
d
D
iy.
M
a
lLer
in
A
u
･

g
u
s

E
]
9
5
4.

(5
)

S
tiftu
n
g
A
u
toM
u
seu
m
V
otk
sw
ag
en
.
B
estan
d
V
o
rsta
nd
9

J
l
E
in
･

k
au
fslcitun
g
.
B
rief
w
n
P
au
Lsen
an
N
oJ･d
hoN
w
m
6
.8
.57
.

(48
)

同
室

(
一
九
九
八
)
'
六
九
-
七
〇
頁
参
照
｡

(S:)
D
B
A
B
estan
d
R
cd
cn
Jacob
.
A
u
tom
a
tis
i
eru
n
g
u
]w
erer
E
in
kauJsar･

beiE
(R
ede
a)n
5
L
O
.1
9
5
6).
S
.]
]
･]2
.

(EEu
D
aim
lc
r･
B
en
z
A
G

(1962)
.A
n
lage.
分
析
対
象
企
業

二
二
五
社
は
､

取
引
先
の
集
中
す
る
二
つ
の
州
の
従
業
者
数

一
､
〇
〇
〇
人
以
下
の
取
引
先

の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
方
式
で
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

(5
)

こ
の
点
に
関
し
て
'
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
の
鋳
造
企
業
で
あ
る
ハ
-
ゼ
ン

ク
レ
ー
フ
ァ
ー
社
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
0
同
社
は
敗
戦
直
後
か
ら
フ

ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
と
取
引
が
あ
り
'
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
を
供
給
す
る

二
社
の
う
ち
の
メ
イ
ン
で
'
品
質
も
他
方
よ
-
は
る
か
に
優
れ
て
い
た
｡
と

こ
ろ
が
'
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
か
ら
生
産
量
を
何
倍
に
も
増
や
す
よ
う
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要
請
を
受
け
た
同
社
は
'
依
存
の
強
化
を
危
倶
し
て
要
請
に
応
じ
ず
'
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
は
結
局
こ
れ
を
内
製
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
｡
し

か
し
そ
の
場
合
で
も
'
同
社
が
代
替
的
な
取
引
先
を
確
保
す
る
ま
で
は
取
引

を
継
続
す
る
と

い
う
紳
士
協
定
が
結
ば
れ
た
の
で
あ

っ
た
｡

D
B
A
B
e･

stan
d
K
.C
.M
tLllc
rl
E
in
k
au
f
tt,
A
kten
Jw
tiz
N
r.
6
4
0/
5
4
V.
6
.9
1]
9
5
4
.

(52
)

例
え
ば
前
述
の
ク
ロ
ー
ン
プ
リ
ン
ツ
社
の
場
合
､

一
九
六
二
年
の
時
点
で

少
な
-
と
も
自
動
車
メ
ー
カ
ー
六
社

(D
B
t
ア
ウ
ト

･
ウ
ニ
オ
ン
'
フ

ォ
ー
ド
t
B
M
W
､
ポ
ル
シ
ェ
t
K
H
D
)
と
取
引
が
あ

っ
た
｡

D
B
社
だ

け
で
も
二
〇
〇
品
目
以
上
の
部
品
を
ク
ロ
ー
ン
プ
リ
ン
ツ
社
か
ら
購
入
し
て

い
た
と

い
う
O
,M
a
n
n
esntan
n
･A
rch
iv
,
M
1
9
10
3
7
(K
ron
p

rin
z)
.
B
rief

an

H
em
i
D
ir.
H
ein
ric
h
M
a
ller
(M

ann
esm
an
n
A
G
)
yon
der
H
aup
tver･

w
a
Ltu
ng
K
ronJ)ri.莞

A
G
v.
2
0
.0
6
.6
2
.

(E3
)

同
室

(
1
九
九
人
)
'
六
九
頁

‥
D
B
A
B
csta
n
d
R
ed
en
Jaco
b
,
B
eisP
ieLe

erfolg
reich
er
U
n
tem
eh
Jnen
sP

LanuJw
(R
od
e
aJn
2
9
./
3
0
.l
l
.1
9
6
2),
S
.9
:

D
B
A
B
esta
n
d
A
u
to
U
n
io
n
2
8
.
A
kten
n
oEiz
betr.
E
in
kaufsa
bsch
liisse

v
om
4
.1
.1
9
6
1
.

(
X
)

1
九
六
三
年
頃
の
調
査
報
告
書

(D
A
B
R
e
ich
196
3
,
S
.
L
2
3
･
1
3
3
)

に
よ
れ
ば
､
D
B
社
の
仕
入
先
名
簿
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
五
〇
社
の
う
ち

四
四
社
が

一
九
五
五
年
か
ら

一
九
六

一
年
に
か
け
て
同
社
と
安
定
的

･
継
続

的
な
取
引
関
係
に
あ

っ
た
｡
な
お
'
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
の

一
九
六

一

年
の
記
者
会
見
用
資
料
に
よ
れ
ば
､
同
社
の
仕
入
先
約
三
､
六
〇
〇
社
の
う

ち
過
半
数
の
二
､

〇
〇
〇
社
が
長
期
継
続
的
な
取
引
先
で
あ

っ
た
｡

s
E
.

tung
A
u
toM
u
seu
m

V
o
lk
sw
ag
cn
l
B

estan
d
V
o

rstan
d
A
IIgc
m
ein
.
Zn
･

f
o
n
n
a
tion
fiir
P
yesseko74
erenz
vo}n
]
5
.9
.1
9
6]
.

(Ef3)

D
B
A
R
eich
(1
9
6
3
),
S
.)
2
)
.
な
お
'
残
り
の
1
1割
は
規
格
品
を
製
造
す

る

｢市
販
品
メ
ー
カ
I
｣
で
あ
る
.

(56
)

D
B
A
R
cich
()
9
6
3
)
.
S
.)
3
9
.

(57
)

一
九
四
八
年
か
ら

一
九
五
六
年
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
購
買
管
理
業
務
の
要

綱
は

一
〇
二
種
､
関
連
の
書
式
は

一
三
〇
種
に
及
ぶ
｡
業
務
要
綱
の
数
は
､

1
九
六
二
年
に
は

1
五
七
種
'

1
九
六
八
年
に
は

1
九

1
種
ま
で
増
加
し
た
0

D
B
A

B
estan
d

R
cde
n
Jac
o
b
.

A
u
to]n
a
tt.st.eT･u
n9
...(1
9
5
6
).
S
.9
:
B
ei.･

sp
ieLe…
(1
9
6
2
)
.
S
.
1
2
;
D
as
B
esch
aN
un
gsweseniJnH
au
se
D
aim
ler･

B
enZ
A
C
(R
ede
in
A
pril
]
9
6
8).
S
.L
1
.

(58
)

一
九
六
三
年
頃
の
報
告
書
に
は
'
｢多
く
の
場
合
､
設
計
部
が
購
入
部
品

の
原
価
計
算
を
購
入
課
に
提
供
し
て
い
る
O
こ
の
原
価
計
算
は
､
購
入
価
格

が
適
正
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
､
ま
た
購
買
担
当
者
の
交
渉
力
を
強
化
す

る
の
に
役
立
っ
て
い
る
c
L
と
記
さ
れ
て
い
る
.

D
B
A
R
eich
(1
9
6
3
)
一
S
.

L
L
6
.

(
59
)

基
本
戦
略
や
製
品
の
特
性
の
違
い
な
ど
の
企
業
別
要
因
も
取
引
関
係
に
影

響
す
る
で
あ
ろ
う
｡

一
九
二
〇
年
代
か
ら
車
種
の
削
減
と
小
型
車
の
量
産
化

を
進
め
て
い
た
オ
ペ
ル
社
や
､
設
立
当
初
か
ら
安
価
な
小
型
車
の
大
量
生
産

を
目
的
と
し
て
い
た
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
と
､
中
型
以
上
の
高
級
車
種

を
揃
え
る
D
B
社
と
で
は
､
部
品
の
内
製

･
外
注
の
決
定
と
購
買
管
理
に
少

な
か
ら
ぬ
違
い
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
'
産
業
の
特
性

や
時
期
ご
と
の
マ
ク
ロ
経
済
的
要
因
は
D
B
社
に
も
他
の
企
業
に
も
共
通
の

作
用
を
持
つ
｡
本
稿
で
は
産
業
と
時
期
の
特
性
を
主
に
考
慮
し
っ
つ
議
論
を

展
開
し
た
が
'
企
業
間
の
比
較
を
通
じ
て
企
業
別
要
因
の
影
響
を
検
証
す
る

こ
と
が
今
後
の
研
究
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡

(60
)

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
D
B
社
の
指
導
的
地
位
に
あ

っ
た
人
物
と
し
て
､

l
九
四
二
年
七
月
以
降
社
長
を
務
め
た
ハ
ス
ペ
ル
の
他
'
部
品
統

7
化
会
議

で
活
躍
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
'
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
製
造
リ
ン
グ
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
ミ
ユ
ラ
I
､
そ
し
て
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
を
担
当
し
､
鍛
造
業

者
と
の
共
同
設
計
を
導
入
し
た
ナ
リ
ン
ガ
I
が
挙
げ
ら
れ
る
.
彼
ら
は
す
べ

て

(戦
後
初
期
に
お
け
る
約
二
年
間
の
追
放
期
間
を
除
い
て
)

一
九
五
〇
年

代
の
高
度
成
長
期
に
至
る
ま
で
取
締
役
に
在
任
し
､
戦
前

･
戦
時
期
の
経
験

を
直
接
に
活
か
す
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
戦
後
の
D
B
社
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83

の
購
買
管
理
体
制
を
築

い
た
ヤ

ー
コ
プ
が
､
戦
前
に
ア
メ
リ
カ
式
生
産
方
式

を
最
も
よ
-
実
現
し
て
い
た
オ
ペ
ル
社
で
職
務
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
も
'
注

一
日
に
値
す
る
｡

(
61
)

本
稿
で
は
､
戦
後
初
期
の
占
領
期
は
主
要
な
考
察
の
対
象
で
は
な
い
｡
こ

こ
で
は
筆
者
の
暫
定
的
な
見
解
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
､
よ
り
詳
細
な
検
討

は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
｡

(
S
n

そ
れ
で
は
な
ぜ
､
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な

っ
て
､
ド
イ
ツ
の
自
動
車
産
業
で

は
部
品
の
内
製
化
な
い
し
部
品
メ
ー
カ
ー
の
統
合
が
進
展
し
む
か
.っ
た
の
だ

ろ
う
か
｡
こ
れ
は
本
稿
の
目
的
を
超
え
る
問
題
で
あ
り
､
こ
こ
で
は
と
り
あ

え
ず
､
自
動
車
メ
ー
カ
I
の
資
金
制
約
に
対
し
て
生
産
能
力
を
高
め
る
た
め

の
投
資
の
負
担
が
戦
前
に
つ
い
て
も
戦
後
に
つ
い
て
も
非
常
に
大
き
か

っ
た

こ
と
に
よ
る
､
と

い
う
仮
説
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
O

(お
か
む
ろ

･
ひ
ろ
ゆ
き

一
橋
大
学
)
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